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.

今
次
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
戰
爭
に
お
け
る
ド
ィ
ツ
.側
.の

理

由
:<
*
:
し

て

擊

げ

ら

れ

て

ゐ

る

^

0/

に
、，ト
ィ
ツ
民
族
問
題
が
あ
る
。
ア
ド
ル
フ
*

ヒ
ッ
ト
ラ
ア
は
、

ー
九
三
九
年
十
月
六
日
0

演
說
，の
中
.で
、
次
0
.十
ぅ
.に
い
つ
て
ゐ
.る
0

.

:

.

,

,

.

,

■ 

■ 

- 

- 

-

「

ョ
ー
ロ
.
ッ

パ
.;
0
.
.東
方
と
南
方
は
、
廣
範
圍
に
']
£

つ
て
-.

ド
ィ
ツ
民
族
の
い
は
ば
破
片
に
ょ
づ
て
、
充
滿
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、

-

....
 

- 

. 

•

 •

S

S

I

I

の
原
因
と
理
由
と
.f

潜
ん
'で
.ゐ
る
。，
民
族
主
義
と
人
種
の
.理
想
の
旺
盛
な
現
代
に
お
い
て
、
高
度
に
發
達
せ
る
.民
族
に
翳
す
る
人
 々

,
:を
問
題
衣
く
同
化
し
得
る
7

信
す
る
'(
7.
>

は
^

想
.で
あ
る
9'
:;

そ
れ
ゆ
袅
、
：0
.

1 

口
：ッ
パ
.の
生
活
を
遠
き
將
來
に
ま
で
宜
つ
て
秩
序
づ
け

,

^
 

S
I
V 

‘
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少
.徵
.民
黎
，間
題
. 
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ニ 

三
ニ
.四)

.
ん
と
す
る
.な
ら
ば
、
，こ
れ
ち
の
地
方
に
居
住
關
係
の
調
盤
を(

仏
ひ
、
か

.<
5

て
ョ
！ 

P
ッ
パ
の
紛
爭
の
旗
因
の
少
く
も
ー
部
か
を
除
去 

/

兮
る
&

と
が
必
要
で
あ
る
';
0」 
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V

ノ
こ
の
演
說
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
ポ

.
1
ラ
：.ン
ド
政
略
後
に
な
さ
れ
た
も
の
で
.あ
る
亦
、
ポ
1

ラ
ソ
ド
に
お
け
る
.ド
イ
ツ
民
族
問
題
に
つ
い

て
.は
、
.次
0
.や
ぅ
に
5

つ
'て
.ゐ
る
0

;

:
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.

'
ぅ
事
實
、：
こ
：の
新
た
な
る
國
家
と
稱
せ
ら
れ
る
機
_

を
取
卷
く
諸
情
勢
は
、
民
族
問
題
に
關
す
る
限
り
•
現
在
ま
で
明
瞭
に
さ
れ
得 

な
か
つ
：たQ

.

で
あ
.る
o

ポ
ー
！フ
シ
ド
領
土
の
，民
族
.別
構
成
に
關
す
，る
銃
計
.が
-
過
去
も
現
在
も
如
何
に
：茜
し
く
眞
實
に
遠
き
も
の
で 

あ
る
か
、
從
つ
て
役
に
立
ち
得
な
い
も
の
で
あ
る
加
を
理
解
す
る
に
は
’
ポ
ー
ラ
シ
ド
の
國
勢
調
木 
1:方
法
に
關
す
る
若
干
の
知
識
が 

.

1

1

。

一
 

九

一

昏

、
ポ
丨
ラ
ン
ド
は
、
彼
等
が
九
五
パ
丨
セ
ン
|

數
を
占
め
I

す
る
地
域
を
要
求
し
た
。
例 

へ
ば
東
フ
ロ
シ
ヤ
で
の
ご
^

き
で
あ
る
が
、
後
に
火
民
投
票
が
示
レ
た
や
ぅ
に
、
實
際
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト 

に
達
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
結
局
以
前
の
口
シ
ア
'、
オ
ー
ス
ト
!)
:*
ア
、
.及
び
ド
イ
ツ
の
若
干
の
領
土
を
包
含
す
る
國
家
が
創
設
さ
.
 

れ
た
が
、
そ
こ
で
は
ポ
丨
>

ン
ド
人
に
非
ざ
る
人
間
は
、
野
蠻
.に
虐
待
さ
れ
、
應
迫
さ
れ
、
栳
間
さ
れ
た
0
|-.

、

K

イ
ツ
.側
の
主
張
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
.に
お
い
て
、
か
か
る
民
族
關
係
の
不
合
理
を
訂
圯
せ
ん
と
す
る
.も
の
で
あ
る
9

從
つ
て
*

K

イ 

.ツ
は
、
.ポ
广
ラ
‘
ン
ド
に
關
す
る
民
族
的
調
盤
の
問
題
を
フ
ト
イ
ツ
の
勢
力
範
圍
の
關
す
る
限
り
し
次
の
や
ぅ
に
、
提
案
し
て
ゐ
る
•

「

十
、
歷
史
的
、
人
種
的
及
び
經
濟
的
能
カ
を
釁
重
す
る
ド
イ
.ツ
國
境
の
割
定
。 

•
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-
-

 

■
■
■
■
■
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.

ニ
、
か
な
り
の
程
度
の
安
寧
と
秧
序
と
1

囘
復
す
1
9
こ
と
に
ょ
っ
て
全
領
土
を
平
穩
化
す
0
.
.

.

三
、
K
イ
ツ
國
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
全
勢
範
圍
に
對
し
て
も
•
絕
對
的
な
保
障
安
全
を
な
す
こ
.と
9

.

•

 

•
 

..
 

.
 

•
 

•
 

'

四
、
文
化
お
よ
び
文
明
を
含
む
經
濟
坐
活
、
.產
業
お
よ
び
運
輸
の
復
興
とg

組
織
。
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-

五
、
最
も
®
要
な
任
務
と
し
て
、
人
猶
關
係
の
.新
秩
序
の
建
設
。
換
言
す
れ
ば
*
，諸

民

族

の

居

住

關

係

を

調

救

し

て

.
、

そ

の

結

果

終 

局
に
お
い
て
は
、
今
日
に
お
け
る
よ
り
も
*
.良
好
な
る
分
热
線
が
得
ら
れ
る
や
’ぅ
.
.に
す
^
こ
と
。」

:
 

.
 

.
 

.
■
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i.,

.-
-Mr
'

こ
の
.ポ
ー
ラ
ン
K
問
題
に
對
す
る
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
攻
略
後
の
提
案
は
、
以
上
.の
や
ぅ
に
廣
汎
な
も
の
.で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス

. 

■
 

•

側
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
が
險
惡
の
觀
を
里
し
て
來
た
と
.

き
、.

そ
の
解
決
に
つ
い
て
.
、

>

 

イ
ツ
側
に
問
題
解
決
案
を
呈
示
し
て
ゐ
る
o
 

「

英
國
政
府
よ
カ
ベ
ン
ダ
ー
ソ
ン
駐
獨
大
使
に
.
.通
達
さ
れ
：た
八
月
ニ
?

ー
日
付
メ
ッ
セ
ー
ジ
し(

英
國
靑
書)

と
稱
す
る
も
の
.
.が
、
こ
れ
で

V

• 

•

I

O
.
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
に
は
、
十
六
ケ
條
の
提
案
が
あ
る
が
、
い
ま
•
そ
の
重
な
る
も
の
を
摘
出
し
.て
置
か
ふ

..
0
 

.

一
ダ
ン
チ
ヒ
市
は
、
同
市
の

§

の
ド
イ
ツ
人
的
性
質
に
鑑
み
、
ド
イ
ツ
國
に
返
還
す
べ
き
こ
と
。 

•

ニ
. \

ル
ト
海
か
ら
マ
リH

ン
ウH

ル
デ
ル
ク
•
グ
.ラ
ウ
デ
ン
ツ
•
ク
ル
ム
•
ブ
ロ
.ム
べ
ル
ク
線(

こ
れ
ら
を
含
む)

に
到
り
、
そ
れ
よ

り
西
祈
し
て
、
.シ
ョ
ー
ン
ラ
ン
ケ
に
達
す
る
所
謂
廻
廊
地
方
はV

ド
イ
ツ
に
屬
す
.べ
き
か
、
.
ポ
.1

ラ
ン
ド
に
屬
す
べ
き
か
を
自
ら

• 

. 

. 

.
.
- 

. 

.

:
.
.
-
■

:-

-

,
-

ン
決
定
す
べ
肩
と
:0

/

'

'

 

: 

. -

:
.
.

,
.
三
.

こ
の
自
的
の
.た
め
に
、
こ
.の
地
方
に
-<

民
投
嗯
を
行
ふ
べ
き
'こ
.と
。
次
の
者
に
選
靡
權
を
與
ふ
る
こ
と
。
即
ち
一
九1

八
年一

,
.

月
.

〗

日
こ
の
地
^

に
居
住
し
て
ゐ
た
か
、
或
ひ
は
そ
の
時
ま
で
に
.該
地
方
で
坐
れ
た
ド
イ
ツ
人
全
部
*

及
び
：上
記
の
日
に
、
こ
°

.

.

.

地
に
居
住
し
て
ゐ
た
か
、
あ
る
ひ
は
、
.同
日
迄
に
、
そ
の
地
，で
坐
れ
た
ポ
ー
ラ
，ン
，ト
人
、
カ
ツ
エ
ー
ブ
人
等
に
つ
い
で
も
同
.様
で

■

，.少
数
民
族E

題

.

.

.
- 

,

-三

'
QI. 
ニ 
五
：

)

■
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少
數
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族
間
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ぶ
：
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■.四

.

.

i

s
 

'
 

あ
.る
;<
>
.
:
:
,
.
,
:
. 

じ
'.
'

.

.

四
一
地
：域
的
に
ポ
1

ラ
ン
ド
人
の
居
住
地
に
限
ら
れ
る
眼
り
、
根
本
的
に
ポ
ー
ラ
.：ン
ド
の
ま
權
卞
に
あ
る
地
方
を
_
成
す
る
ボ
ー
ラ 

ン
ド
の
海
滞
グ
-デ
.
一
一
ヤ
は
、
.
上
述
の
地
方
ょ
り
除
外
：せ
ら
るy

き
こ
と
。…

. 

.

.

:

五

M

ハ
、：
七
、八

；.
略

.■

九

.廻
廊
が
ド
イ
ツ
に
返
還
さ
れ
る
場
合
に
は
、
，ド
イ
ツ
國
は
、.

ボ
.丨
ラ
シ
デ
と
人
民
交
換
の
手
續
を
と
.
る
權
利
1

宣
言
す
る
0 
M

 

廍
0

性
質
は
、
そ
の
上
人
民
交
換
に
適
し
て
ゐ
る
が
故
.で
：あ
る
。

：

:ー
〇
、

I
I
、
： 

.一
二
''

略

，'
 

.
.
.

..
,

■

:

:

’ 

.1 

:

. 

.
.
.
.■ 

.
:
:
.
-

■
.
: 

'

-

 

.'

.

ニ
ニ
ト
イ
ツ
國
政
麻
は
ボ
丨
ラ
シ
ト
の
ト
イ
ツ

^

數
民
族
の
取
り
-^

ひ
に
對
し
て
、
最
.も
徼
烈
な
.苦
情
を
#
は
ざ
る
を
得
な
い
か 

ら
？
ま
た
ボ
ー
ラ
，ン
ド
政
府
の
側
か
ら
も
、
.
.ド
イ
ツ
に
對
し
.
て
苦
情
を
訴
へ
ざ
る
を
得
な
い
と
感
じ
.て
ゐ
る
か
ら
ぐ
兩
者
は
、
こ 

れ
ら
の
苦
情
を
國
際
調
杏
；委
員
會
に
附
議
す
.る
こ
と
に
亂
意
す
る
旨
宣
言
す
る
こ
と
。
該
委
員
會
の
任
務
は
、
經
濟
的
ま
，た
は
、
 

物
質
的
損
寧
务
ょ
び
そ
の
他
各
種
.の
テa

行
爲
に
關
す
る1
切
の
.苦
情
を
檢
討
す
る
に
あ
るo

ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
.、

一
九

、
■

• 

ノ

.

, 

ー
./
\

年
以
來
双
方
に
お
い
て
、
少
數
民
族
に
對
し
て
爲
さ
れ
た
經
濟
的
あ
る
ひ
は
他
の
損
寄
を
償
ひ
、
或
ひ
は
、
場
合
に
ょ
つ
て 

は
.、
財
產
沒
收
を
無
効
な
ら
し
.
.め
、
，或
ひ
.は
、
そ
の
.經
濟
生
活
、に
お
い
て
、
.種
々
.の
侵
独
を
蒙
つ
，た
者
に
對
し
て
-
完
全
な
賠
償

を
與
ふ
る
資
任
を
有
ず
る
も
の
と
す
べ
き
こ
と
-0
V

.

.

.

.

.

. 
.

- 

»

一.
四
.
•
ホ
！
ラ
ン
ド
に
殘
留
す
る
ド
イ
ツ
人
：お
：よ
び
、
ド
イ
ツ
.に
残
留
す
る
ポ
ー
ラ
シ
ド
人
を
し
て
、.
す
ベ
て
の
國
民
に
.よ
つ
て
法

律
.の
保
護
を
奪
は
れ
た
.と
v>

ふ
感
情
を
抱
か
ざ
.る
た
め
に
、_
ま
た
彼
等
’の
國
民
的
感
情
と
，兩
束
せ
ざ
る
行
動
を
な
し
、
ま
た
は
奉

.

. 

1

. 

■

.
 

- 

. 

-

•

.

:

•

、 

.
 

.
 

• 

,

,
’仕
を
行
ふ
こ
と
を
要
求
さ
れ
ざ
る
：や
ぅ
桃
等
に
保
證
を
與
へ
る
た
め
に
、
獨
敗
兩
國
は
フ
こ
机
ち
の
少
數
民
族
に
、
そ
の
民
族
性.

の
保
存
、
.自
由
な
る
發
揋
お
±-
-

、び
實
際
的
適
用
を
保
證
す
る
た
'め
、
ま
.た
特
に
こ
の
目
的
の
た
め
に
彼
等
が
必
要
な
り
と
考
へ
る

. 

-
-
• 

■ 

• 

•

.

•
 

..

が
ご
と
き
組
織
を
許
す
こ
と
を
歡
證
す
る
た
め
に
、
最
も
包
括
的
に
.し
て
.、
.执
束
カ
の
れ
る
協
定
の
方
法
に
ょ
つ
.て
，
雨
少
數
民

齡
の
權
利
を
保
證
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も
0

と
、す
：る
0
.
兩
當
.事
者
は
、；
少
數
民
族
の
人
員
に
丘
ハ
役
を
課
せ
一
ざ
る
責
任
を
負
ふ
も

0

と

す

名
.0
:
.
;
. 

，
. 

= 

r 

'

.
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-

 

-
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.
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•
 

•
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一
五
'
 

一
六 

' 

略

、 

.

こ
れ
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
*

ィ

ギ

リ

ス

側

も

.、
：
ホ

:1

ラ
：ン
ド
に
關
す
る
紛
爭
が
、
'ド
ィ
ツ
と
ポ
ー
ラ
シ
ド
の
兩
國
に
ぶ
け
る
段
族
問
題 

.
が
、
、そ
の
表
面
的
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
I

認
識
し
て
ゐ
る
o'

で
あ
る
。
.
と
I
.の
問
題
は
、
少
数
民
族
問
題
で
あ
つ
て
，
民
族
問
題Q

 

I

部
を
形
成
す
る
.も
の
.
で
あ
る
。

'

.̂.r-■

‘

わ
た
く
し
は
、.，民
族
問
題
と
し
て
採
上
げ
る
ベ
.ぎ
も
の
の
、
第
一
.に
、民
族
國
家
胗
成
.

Q

際
に
.お
，け
る
民
族
問
題
.が
あ
る
と
す
る
。

- 

-

 

>

 

.

 

.
.

.

こ
の
爵
は
，
近
代
民
族
國
家
形
成
期
m

で
I

。
.
そ
れ
は
、
近
代
初
期
か
itll

誓

で
I

つ
て
ゐ
る
。 

第
二
は
、
.，民
族
國
家
を
形
成
し
ズ
‘

.

發
展
し
た
民
族
が
、
最
近
の
'世
界
情
勢
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
.
そ
：の
稗
編
成
問
題
に
當
面
し
て
ゐ
る 

が
、
.そ
の
再
編
成
下
.の
民
族
：問
題
が
あ
る

:°
-

フ

ァ
ッ
シ
ズ
ム
的
傾
向
は
、
..そ
の
最
も
特
徵
的
の
も
の
.だ
。
第
三
.に
は
i

、か
か
る
先
進
國

と
の
對
立
に
お
い
て
/

後
進
國
\.

即
ち
植
民
地
ま
た
.は
半
植
民
地
國
が
、
民
族
自
治
ま
た
は
段
族
國
家
形
成
へ
の
運
動
を
起
し
て
ゐ
る
.

•
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.

.

.
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-
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少
數
民
族
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題
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'.
-
:
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ノ
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^
^ ̂

五
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.三
二
七)

'
.
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族
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-

六

§
1

八
：

)

.

が
.

そ
，の
孝
味
に
お
-

け
る
反
货
麗
で
あ
る
。
第
^

に
は
1

:
.以
上
<0
.

や
ぅ
な
い
ろ
、い
.

ろ
.

の
民
.

族
問
菌
.

め
锻
起
さ
れ
て
'

ゐ
.

る
中
.

に
、
.民
猶
を 

異
に
す
る
も
，の
を
包
含
す
る
あ
岑
段
撖
が
、

' 

他
の
，
一
方
の
.

代
雛
に
對
し
て
:'
4

.

.腿
迫
を
加
へr

ま
た
被
瞬
迫
的
異
岚
種
が
、
多
數
民
種
と 

同
等
の
政
治
螽
律
瘀
濟
上
の
權
利
を
主
張
す
る
领
象
が
あ
る
。
そ
れ
は
-
多
數
の
同
種
岚
獄
中
に
異
汉
»

の
存
在
す
.

る
I

に
、
を 

の
I

を
#

つ
て
ゐ
る
。
.

か
t

t

i

の
.

同
一
國
家
機
鞲
の
下
に
お
付
る
^

爭
問
題
を
•

少
數
段
族
問
題
と
^

つ
.

て
ゐ
る
。
こ
の
. 

問
題
は
，
.一

共4

本
社
會

C

鞲
成
が
、
祓
合
：的
.

に
諸
種
.

の
民
種
か
ら
.

な
つ
て
ゐ
る
と
■

き
に
.

起
る
'

現
象
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
、
ド
イ
ツ
C

 

種
の
.

5

£

題
.

^

の
み
限
定
さ
れ
4

譯
で
は
な
い
o

政
治
购
自
由
の
最
も
尊
重
せ
ら
る
る
と
稱
せ
ら
れ
る
北
^

合
衆
國
の
ご
と
き
は
、
典
-i
'
-
i 

的
な
複
數
以
種
國
象
で
あ
つ
て
、
.

そ
こ
に
.

お
け
る

1
1

V

.

B

.

1問
題
-

ま
た
は
衆
洋
人
問
題
は
、
旣
に
古
：

S

問
題
で
あ
る
。
ま
た
出
界
，

g

 

漂
泊
^

秫
と
し
て
の

i

ダ
.

ヤ
人
は
、
世
#

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
.

お
い
て
、
少
數
民
族
的
眷
孢
を
續
け
.

て
ゐ
て
、
そ
の
糜
迫
と
か
-
そ
の 

系
服
陰
謀
と
^

い
は
る
る
問
題
は
、
Il
f

界
の
セ
ン
セ

H

1

シ
”

ン
を
起
し
て
ゐ
る
0

で
あ
る
。
從
つ
て
、
少
撒
^

^

問
1

は
、
 

諸
國
に
政
治
的
紛
维
を
起
さ
し
め
る
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
。

' 

,

ド
イ
ツ
ほ
、
そ
.
.の
.ヨ
ー
ロ
：ツ
バ
政
策
に
一
お
い
て
、
ヒ
ツ
ト
ラ
ア
の
演
說
に
も
あ
る
や
ぅ
に
、
常
に
、
し
ば
し
ば
こ
の
問
.題
を
提
起
1 

て
ゐ
る
。
：
.
そ
れ
は
、
後
に
說
く
.や
ぅ
に
ド
イ
ツ
民
族
が
、
ョ
.
1-ロ
ッ
パ
に
ぉ
'.ぃ
て
、
最
大
な
ド
イ
ツ
少
數
民
埃
の
持
主
で
あ
る
か
.ら
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
，
ド
イ
ツ
が
日
！ 
ロ
ッ
バ
の
中
央
に
位
し

V
、

民
糧
混
合
に
最
も
適
ず
る
地
理
的
狀
勢
に
あ
る
か
ら
で
あ
.る
。
從
っ
て

. 

.

.

.

 

• 

■
.

ド
イ
ツ
Vを
中
心
と
す
る
少
數
民
族
問
題
を
論
ず
る
-こ
と
は
、
' 一
一
つ
の
意
味
に
お
い
て
，
..：、ヨ
1
.ロ 

ッ
べ
少
數
民
族
間
題
.の
中
樞
詁
を
明
か
_ 

に
す
る
こ
a
と
.な
.る
？
そ
の
，第
、一
尨
、
ド
イ
ツ
國
内
に
お
け
る
少
數
民
族
問
題
で
ぁ
る
。
.で
れ
ば
、
、ド
イ
ツ
が
ヴ
チ
ル
サ
イ
ュ
■
め
の

國
竟
改
訂
運
動
を
開
始
し
な
い
以
前
か
ら
存
す
る
問
題
で
'あ
る
。
そ
れ
.は
、
主
と
し
てr

T

タ
ヤ
人
問
題
に
お
い
て
®
は
れ
て
ゐ
る
。
こ

•

.

-

 

-

 

•

 

•

」  

■ 

,

の
問
題
1

/

ナ
チ
ス
，政
權
把
癌
以
前
か
.ら
布
冼
し
て
ゐ
る
.

C

で
あ
る
が
、

.そ

.の
成
立
以
後
に
お
い
て
は
、
最
も
重
要
な
少
數
民
族
ぽ
題 

で
あ
る
0

し
か
る
に
、
ナ
チ
ス
の
國
境
改
訂
運
動
開
始
以
後
、
即
ちT

九
三
..八
年
に
お
け
る
オ
丨
ス
.ト
リ
ア
の
併
合
以
後
、
ズ
デ
丨
テ 

ン
地
方
,1
,

チ
ェ
.ッ
コ
••
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
領
土
へ
の
編
人
枝
、
新
ら
し
く
チ
エ
'ッ
コ
人
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
K

P

ヴ
ァ 

キ
ア
人
等
の
少
數
段
族
を
、
そ
の
國
家
權
成
の
要
素
と
し
て
、
少
數
民
族
.問
題
の
將
來
に
お
け
る
坐
起
の
可
能
性
を
持
つ
に
至
つ
て
ゐ

そ
の
第
二
は
、
ド
イ
ツ
人
は
、
六
千
萬
の
ド
イ
ツ
國
家
を
構
成
し
な
が
ら
、
東
部
並
に
南
部
ョ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
最
も
多
く
少

救
民
族
と
し
て
生
▼存
し
て
ゐ
る
。
.と
の
こ
と
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
の
指
摘
す
る
通
り
.で
あ
る
？
從
つ
て
*

そ
れ
は
、
少
數
民
族
問
題
の
代

.

.

.

.
,

 

-

 

_

 

:

 

.

.

.

 

:

.

 

,

表
的
な
も
.の
で
あ
名
。
.さ
'ぅ
い
ふ
意
味
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
‘人
の
少
數
岚
族
と
し
て
の
間
題
を
論
ず
る
.こ
と
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
バ
小
數
W
 

友
問
題
の
大
半
を
論
ず
る
こ
と
で
あ
，る
。
.わ
た
く
し
は
、
こ
こ
.
で
は
;'

第
ニ
の
意
味
に
お
け
石
少
數
民
族
問
題
^

經

緯
^:
問

題

に

し

た
 

5

と
思
ふ
。
即
ち
、
ド
.イ
ツ
國
內
に
お
け
る
少
數
埃
族
と
し
て
の
ユ
'ダ
ヤ
人
問
題
ば
*

そ
の
世
界
的
意
義
に
お
い
て
、
別
の
機
會
に
お

い
て
述
べ
る
こ
と
と
.し
、
ド
イ
ツ
闕
外
に
お
け
る
ド
イ
ツ
少
數
民
族
問
題
を
論
じ
よ
ぅ
•

: 

L 

• 

< 

ノ 

' 

.

U

 

. 

-

*

.'
:■
い
,

-

;

ま
づ
、
ョ
レ
ロ
ッ
；パ
に
：，お
け
る
少
數
说
族
數
を
穷
察
し
ょ
ぅ
？
そ
れ
は
、1

民
種
が
他
の
國
家
領
域
に
纸
活
し
て
、
そ
の
全
人
ロ
'に 

.
對
し
て
V'
'J
'
V數
を
孩
成
す
る
.場
合
で
あ
か
が
、
3
丨
ロ
ッ
パ
各
尺
種
に
お
い
て
、
そ
の
一
部
が
他
设
種
.の
國
家
領
域
內
に
虫
活
す
る
數
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工
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エ
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ニ
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ハ
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二
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一
一
こ
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丨
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0

,五
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八
、〇
〇
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七
，八
〇
〇

合 

計

.」

‘ 

.
三
五
、〇
三
〇
、
〇
〇
〇 

以
上
の
少
數
民
族
數
の
中
に
は
、
ソ
聯
の
そ
れ
を
含
ん
で
ゐ
な
い
が
、
な
ほ
三
千
五
百
萬
の
多
き
に
達
し
て
ゐ
る
。
最
近
の
ョ
丨
>

ぐ
.
.
-
.
.
-
-
- 

■ 

■ 

■ 
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パ
全
人
ロ
は
|
•五
億
ニ
千
八
百
萬
餘
と
さ
れ
て
：ね
る
が
、
.そ
の
^
-
ソ
聯
の
ョ
！ 
ロ
ッ
パ
領
域
に
お
け
る
人
口
數
ニ
億
三
千
六
否
五
十

少
數
民
族
間
題
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1
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C
I
O

海
を
叢
引
け
ば
、
三
億
九
千
.西

五

十

蹲

で

，
あ

り

''
少
數
民
族
人
口
は
、
こ
れ
れ
對
し
て
、
約

一

割
に
近
い
數
を
等
つ
て
ゐ
る
？
し
か
も

こ
の
一
韵
弱
の
ヨ
ー
ロ
パ
.
ッ
人
'ロ
に
相
當
す
る
少
數
段
族
.人
ロ
が
、
.
そ
の
丙
萬
以
±.
-

0
ド
ィ
ツ
人
.
ウ
ク
ラ
ィ
ナ
人
*
-'
グ
.ヤ
人
田
カ
タ

a

ュ
ア
人
•
マ
ヂ
ャ
！
ル
人
*
ト
ル
コ
人
お
よ
び
韃
靼
人
*
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
お
よ
び
マ
セ
ド

ュ
ア
人
•自
露
人
•
ポ
！
ル
人
•
に
お
い
て示
さ

れ
て
ゐ
る
や
ぅ
：に
，
主
と
し
て
、
中
央m

1

U
ッ
パ
、
即
，ち
ョ
丨
ロ
ッ
パ
.の
東
部
並
に
南
部
領
域
に
居
住
す
る
.民
種
の
一
部
が
、
他
找

種
の
構
成
中
に
あ
る
。
從
つ
て
、
3

12

ッ
パ
，人
口
の
一
割
弱
と
い
つ
て
も
、
：と
れ
ら
の
領
域
に
％
て
れ
が
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
'

*

事
態
を
よ
り
重
要
な
ら
.

4

め
て
ゐ
ろ
>

.
い
ま
ョ
1
ロ

ッ

パ
大
睦
に
お
妙
る
諸
國
家
に
お
け
る
總
人
口
と
、
そ
の
中
に
包
今
：さ
れ
て
ゐ
る 

少
激
兒
族
數
と
'

そ
の
?|

分
比
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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〇
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〇 

六
囲
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇 

■
四
〇
、
八
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〇
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ニ
ニ
、
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〇
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〇
、〇
〇
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四
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1
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五
〇
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〇
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一
、
六
五
〇
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〇 

一
、
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六
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〇
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四
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〇
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三
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八
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一
四
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〇
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六
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1
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四

•
〇
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•
六
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•
三
七 

■ニ
〇
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七

コ

を
別
と
す
れ

>

こ
.の
表
.に
^

つ
て
、
少
.數
民
族
.包
含
の
割
合
の
最
も
多
い
も
の
を
擧
げ
れ
ば
"

四O

八
'三
^

の
；ョ
ー
ロ
ッ
パ

ば
-

チ
.
エ
コ
*
ス
.ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
三
六

*
六
九
％
を
筆
頭
と
し
て
、
.
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ふ
ア
、
レ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
ル
バ

n

ア
、

ユ 

丨
ゴ
.

1
ス
ラ
.ヴ

ィ

ァを
擧
げ
る
と
と
が
出
來
^

ぞ
れ
は
ハ
い
づ
れ
も
一
ー
〇
^

以
上
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
ハ
い
，づ
れ
も
'
.
'ョ
ーa

 

ッ
。ハ
.の
東
南
部
に
.お
け
る
國
家
で
：あ
る
0
.西
歐
に
お
い
て
.
.は
、*.僅
か
に
ス
ベ
ィ
ン
の
ニ
？

一
七
^

が
最
高
で
ぁ
り
、'.フ
ラ
ン
ス
の
四
• 

〇
五
^

が
、
こ
れ
に
續 
<
 
の
み
.で
あ
る
。
從
つ
て，、

.

少
數
段
族
問
題
は
、
.
ョ
ー
ロ
ッ
パ
東
南

--
«

域
に
お
け
る
問
題
だ
と
い
つ
て
ょ
.い
。 

問
題
‘

Q

ド
ィ
ツ
は
、.
少
數
段
族
數
一
、0

三
-,
-
*ハ.、
〇
〇
〇
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
比
率
は
、
ー
-

八
炻
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
じ
、
そ
れ
は
、
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因)
オ
*

ス
ト
リ
ア
の
贵
合
一

ス
デ
ー
テ
ン
並
に
.チ
ェ
ッn

.

併
合
，
ポ
1

一
フ
ン
ド
攻
赂
以
前
の
こ
,<
?
:
で
あ
る
か
ら
、
現
注
に
お
い
て
は
♦
,
ド 

>
.
ツ
に
.お
け
る
/;

ノ
數
浪
■

久
ロ
は
、
多
大
の
蹲
加
を
見
て
ゐ
飞
と
い
.0

て
ょ
い
。
こ
の
點
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
の
ナ
チ
ス
が
民
族
中
心
の

思
想
を
持
つ
て
ゐ
‘る
だ
け
に
、
今
後
の
問
題
を
提
起
す
f

 .
o

で
あ
？.
.
が
、
い
ま
そ
の
點
に
は
觸
^

な
い
で
1.』

ぅ
0

,
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ョ
ー
ロ
ッ
。ハ
の
各
國
家
は
、
如
何
な
る
種
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の
少
數
民
族
を
、
.
そ
の
#

成
0
,中
に
持
つ
て
ゐ
る
か
0

そ
の
大
體
をr
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こ
.

の
小
數
民
族
の
罟
住
國
別
分
覿
に
よ
れ
ば
、.
ョ
ー
ロ
ッ
パ
東
南
方
■

民
族
の
混
合
傲
態
は
"

茜
だ
し
い
も
の
が
あ
る
。
'
.丄
か
し
、

.

高
度
文
化
を
持
つ
仗
種
で
、

少
數
民
族
と
し
て
、

諸
國
に
散
在
す
る

も
の
は
、
ド
イ
ツ
人
と

-
タ
ヤ

人
で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
は
ノ
奇
し
き 

身
照
で
あ
る
。
ュ
ダ
ヤ
人
は
’

世
界
に
漂
泊
す
る
こ
と
1
.
.ー
千
年
、
チ
オ
»

ズ
ム
に
.よ
る
ュ
ダ
ヤ
故
阈
€>
建
設
は
、

エ
ル
サ
•レ
ム
の
地
で

行
は
れ
.て
t

と
は
い
べ•

/

そ
6

お
け
る
I

人
f

l

人
：

Q

抗
I

英

篇

帝

國

秦

の
^
^

そ
の
完
成
に
困
雛
な
狀
態
に
あ
る
。
他
ガ
ド
イ
ツ
人
は
、
ゲ
ル
•マ
y

武

種

と

し

て

ニ

千

年

の

歷

史

を

持

ち

、

•.一

 

八
七
一
年
以
來
ド
イ
ツ 

帝
爾
に
終
一
さ
れ
て
ゐ
る
。
.
ド
イ
ツ
は
、

一
九

十
八
年
に
帝
國
と
，し
て
崩
壞
し
.た
と
は
い
へ
、
共
和
國
と
し
て
更
生
し
、
.
ナ
チ
と
し
て 

博
建
さ
れ
て
.ゐ
る
o
'そ
し
て
r

K.
.
イ
，ツ
國
內
に
お
い
て
は
、

そ
ダ
ヤ
人
問
題
.は
、
最
大
；の
少
数
民
族
問
題
と
し
て
"
世
界
の
視
聽
を
集

め
て
.ゐ
る
。
排
甲
せ
ら
る
る
も
の

.と
排
斥
す
る
も
の

Q
H

つ
の
陣
營
に
、
そ
れ
は
分
れ
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
、
ム

.

步
ド
イ
ツ
國
境
外
に

'
 

-

. 

.
 

• 

•.

出
れ
ば
、
南
者
は
と
も
に
，
少
數
民
族
と
し
て
の
坐
存
を
續
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
タ
ヒ
の
意
味
に
お
.い
.
て
、
••ト
イ
ツ
民
族
の
大

，
‘ 

. 

• 

.

. 

.

.

.

、

：

>

國
家
の
雜
設
を
生
張
し
た
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
が
、
こ
の
問
題
を
理
由
と
し
て
"
國
境
改
訂
運
動
に
.乘
り
m-

し
た
の
は
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。

へ

少

數

段

族

間

題
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五

(

'

三
三
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沙
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三
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八(
:

少

數

袋

問

題

は

、

.
現

在

ナ
チ
.

r

ィ
ツ
に
よ
つ
て
.提
起
^

れ
て
ゐ
る
观
題
で
あ
る
が

、
.そ
れ
は
旣
に
世
界
大
戰
以
前
か
ら
.の
論
議 

さ
れ
た
と
こ
.ろ
の
も
の
で
あ
る

0

し
か
る
に
、

‘世
界
大
戰
當
時
に
お
け
る

民
族
自
決
主g

の
主
張
.に
よ
つ
て
、
人
々
の
注
意
を
惹
い
た 

も
の
で
あ
る
。

我
族
自
決
主
義
と
い
.ふ
の
は
、.；民
族
生
義
實
現
の 

一
_つ
の
方
法
で
あ
る
o
,
こ
の
：言
葉
は
？
^
i
 
ロ
ッ
ペ
大
戰
以
來
，

一，
 

般
に
用
ゐ
ら
れ
る
や
う
|

つ
た
も
の
で
あ
る
。
..
..し
か
し
、：'
そ
れ
が
最
初
の
|

で
な
い
0
'
例
へ
ば
、.
社 

殊
に
若
干 

の
民
種
か
ら
そQ

讓

柳

成
員
.

Q
成
立
し
て
ゐ
る
國
家
に
.お
.け
る
社
會
主
義
政
黨
は
、
0

1

J1.

ッ
.パ
大
戰
以
前
か
ら
、
そ
の
國
家
權
成 

.
要

素

と

し

て
民
種(

普
通
の
言
葉
と
し
て
は
民
族)

の
自
決
權
を
主
張
し
て
カ
る
ー
し
か
し
ゝ
こ
の
概
念
が
一
般
と
な
る
に
至
つ
た
の
尤
、
 

ョ
1

M

ッ
パ
大
戰
に
お
い
ズ
、
聯
合
國
側
に
よ
つ
て
、
デ
モ
ク
ラ
タ
ー
と
と
見
に
、
民
族
自
決
が
主
張
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
a

民
族
自
決
主
©

は
、
民
族
解
放
$

主
張
.で

あ
-̂
'

特
に
隸
屢
民
族
ま
た
は
少
數
民
族
の
.そ
れ
に
關
係
し
.て
ゐ
る
。

一.
讓

が

義

a

• 

• 

-

' 

.

民
族
か
ら
成
立
し
て
ゐ
て
、
そ
れ
ら
の
民
族
の
混
合
が
充
分
に
.な
し
遂
げ
ら
れ
て
ゐ
な
い
場
合
、
政
治
法
律
的
^.
た

は

實

質

的

に

.
、

そ 

こ
に
は
支
配
的
民
族
と
隸
®.
的
民
族
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
自
然
の
傾
向
で
あ
ら
うo

 

;
o
v
(D
'
t

場
合
支
配
的
民
矣
は
、
自
分
を
支
配
的
吔 

位
に
置
ぐQ

で
あ
る
か
'ら
、
解
放Q

必
要
S

め
な
い
。
し
か
る
に
' 

醫
的
民
族
が
、
そQ

被
支
配
的
地
位
を
自
覺
し
、
そ
れ
か
ら 

遴
れ
よ
う
と
す
る
と
き
'
民
族
解
放
の
要
求
と
な
るo

こ
の
要
求
を
诳
當
化
し
、
隸
屬
的
民
族
の
獨
立
ま
た
は
、
自
治
を
要
求
す
る
も

の

が

、
I

臭

 

I

I

。
.

■

:
.

，

て

：
，

' .
-

:

ヨ
ー
ロ 
.'ッ
パ
大
戰
當
時
、：

.

英
*
佛
*
米
に
お
サ
る
多
數
の
自
由
主
義
的
團
體
並
に
勞
働
團
體
が
、
正
當
.に
し
て
恒
久
-̂

平
.和
に
對
す
る

適
正
な
邀
礎
と
し
て
、
民
族
自
決
主
義
を
唱
道
し
た
。
■米
國
大
蔽
領
ヴ
ィ
ル
.
ス
ン
过
，
：..K

九
1
.六
年
五
月
ニ
十
七
旧
の
演
說
以
後
に
お

. 

- 

V 

. 

. 

. 

. 

.

ハ
て
、
：そ
の
指
導
例
主
張
者
と
せ
ら
る
る
に
至
つ
.^
,0
し
か
し
な
が
ら
、
.彼
の
い
ふ
民
族
自
決
主
_

は
、

一
國
內
に
.お
け
る
自
治
權
の
.

•
 

V
 

•
 

--.

問
題
で
あ
り
、
民
族
に
對
ず
る
征
服
を
非
灘
す
る
こ
と
が
主
服
目
で
あ
つ
.た
。

.

：
.

_ 

.一.
九

一

七

年

，，

1

月
ニ
十
一..

「

日
、.
民
族
自
狹
主
義
に
關
す
る
ゥ
ィ
ル
ス
ン
の
苒
度
0.

主
張
は
、
聯
合
國
並
に
同
盟
國
に
E

大
な
影
響
を 

與
へ
た
。
第

I

の
反
響
は
、

ロ
シ
ア
に
現
は
.れ
衣
タ
ル
ヴ
ォ
フ
の
政
府
は
、
こ
の
原
則
を
承
認
す
.る
こ
と
を
宣
赁
し
、
次
い
で
、
帝
政

.

N 
. 

.* 

. 

.

•
U

シ
ア
政
府
の
聯
合
國
と
2>
盟
約
を
：尊
重
す
べ
：き
こ
と
を
確
認
し
衣
,°
こ
の
こ
と
.は
'
 

レ

ー

一
一
ン
ヰ
ル
ヴ
ォ
フ
政
府
攻
擊
の
15
實
と̂

つ
て
、
十
月
革
命
が
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
.0
: 

九
，1.

七
年
十一

月
八
日
*

レ
1

ー
ー
ブ
の
政
府
は
、
民
族
自
決
中
：義
と
人
民
投
票
の
方
法

.

.

.- 

. 

• 

•

を
平
，和
條
件
と
し
て
.宣
言
す
る
に
至
つ
た
。
中
歐
諸
國
に
お
い
ず
は
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
鼢
の
參
戰
に
脅
か
さ
れ
て
、
和
平
的
氣
運
が
_

成
亡
ら
れ
、
：ゥ
ィ
ル
ス
.ン.
の
無
賠
償
、
.無
併
合
、
民
族
自
決
の
十
四
箇
倏
の
和
卒
條
^

そ
希
求
-'
1
.
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ブ

.

、
 

-

. 

■ 

- 

■ 

;
;

..........

レ
ス
>
 

*
-y

ト
ゥ
ス
.
.ク
に
お
け
石
獨
露
和， 1

^
2

議
に
お
い
て
枕
、
十

メ

，

ッ
は
、
こ
の
條
件
S:
-
承
認
せ
ず
、
侵
略
的
態
度
-!
:

不
し
た
。
し

か
る
に
レ

4 

ニ
ン
政
府
は
、

'ゥ
ク
ラ
イ
チ
並
に
デ
.'
.
3
.ル
ジ
ア
.に
對
し
て
、.
茛
猴
自
決
の
方
鉗
に
出
た
の
.で
、
聯
合
：國
敢
に
中
立
諸
國
の

好
感
を
得
た
o '
で
あ
る o:'

'.
.'

V.
.

' 

.
 

>■

.

十
九
一
八
年
.一.
月
五
归
、英
首
相
ロ
.イ
ド
•
ジ
>

i

デ
.は
"
，自
決
權
'に
ょ
る
領
域
處
理
が
、
.
戰
爭
目
的
の1

で
あ
る
と
い
ひ
、
ゥ
ィ
ル

 

:

ス
ン
は
、
更
ら
に
■民
族
自
決
獾
を
强
調
し
た
.0

か
く
て
、
.ド
.イ
ッ
.の
；疲
勞
に
ょ
ろ
て
、
撕
平
の
間
題
.が
提
起
さ
れ
农
の
で
あ
る
0
,
和
平
會 

議
に
お
い
て
社

-
.ゥ
ィ
ル
X
、v

の
十
四
箇
條
は
、.

採
用
さ
办
な
か
つ
た
。
.そ
こ
に
は
、
刿
强
同
志
間
の
秘
密
條
約
も
あ
れ
ば
、
.實
際
問 

.

•

.

少
敷
民
族
問
襌
.

,'
;

.

一

七
■

身
ー
九〕



•
數
民
族
間
題

 

V 

,

.

,八

(
1
1
3
0
)

題
と
し
て
の
闲
難
も
あ
つ
た
。
對
獨
平
和
^
;g

に
お
い
て
は
、
シ
.チ
レ
ス
ウ
イ
ッ
ク
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
，タ
イ
ン
、
マ

-
リ
，
ェ

ン

ウ

H

ル
ダ 

ア
に
お
い
て
ii

、
人
■

激
が
認
め
ら
れ
、K

ル
i

K
イ
の
住
民
に
對
し
て
は
、T

ル
ギ
ー
ー
歸
屬
に
對
す

^

抗
_

權
が
附
與
さ
れ
た
の
. 

で
あ
る
。
最
後
に
至
つ
て
ノ
オ
.

1

,ア
•
々
土
：V
ジ
ェ
ン
の
人
民
投
票
が
®

さ

れ

た

o

へ

：

.'
 

;

サ
ン
>

ジ
ギ
ル
マ
ン
條
約
に
お
い
て
は
、
オ
丨
ス
ト
リ
ア
代
表
の
主
張
焖
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず

-

ク
ラ
ー
ゲ
ン
フ
ル
ト

Q

盆
地
以
外 

に
は
歸
屬
人
民
投
g
:-
?

許
七
て
ゐ
な
い
？

ハ
ン
ガ
リ
ー
お
ょ
び
ブ
ル
ガ
リ
ア
ひ
要
求
も
顧
み
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
チ
.ェ
ッ
コ
•
ス
ロ
ヴ 

ァ
午
ア
は
、
そ
の
建
國
を
民
族
自
决
權
の
甚
礎
の
上
.に
置
く
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
わ
國
境
の
_決

定

に

關

し

て

，は

、
.
人

民

投

票

を

拒

否

し

た

。

イ
タ
リ
.
ア

の

た

め

に

す

る

；フ
H

ユ
ー
メ
、

ダ

ル

マ

チ

ヤ

の

人

民

投

票

も

實

現

し

得

ず

、
'
東

部

ガ

リ

一

ア

の
そ
れ
も
不
成
力
で
あ
つ

.

た ' 

バ
ナ
ー
ト
、
並
に
ベ
サ
ラ
ビ
ヤ
に
.お
け
る
人
民
投
f

實
現
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
ス
ミ
ル
ナ
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
の
人

民

議
 

は
、
セ
ヴ
-
ル
i

に
記
載
せ
ら
れ
た
が
批
准
せ
.ら
れ
な
か
つ
た
。 

• 

-

.へ

シ
ュ
レ
ス
ウ

.ィ
ッ
ク
に
お
け
る
人
民
投
票
は
、
北
部
に
お
い
て
は
ヤ
-.
5

ー
〇
年
ニ
月
十
=
:に
、.
南

部

に

.
お

い

て

は

三

月

十

四

日

に

擧

 

行

さ

れ

、.前

苕

は

デ

シ

マ
.ル
タ
.に

歸

屬

し'*
後

者

は

ド

イ

ツ

に

止

ま

，つ
た

o
-ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
マ
リ
ェ
ン
ウ

H

ル
ダ
ア
に
お
い 

て
は
■'

ト
イ
ツ
歸
屬
.ヵ
火
多
數
で
■國
境
附
近
.の
小
變
更
に
止
ま
つ
て
.ゐ
る
。
.
オ
ー
ス
.ト
リ
ア
の
ク
ー
ア
ー
ゲ

ン

フ

ル

ト

に

お

け

る

そ

^
 

は

、
大

多

數

で

オI
ス

ト

リ

ア

歸

屬

と

し

て

北

ま

.つ

て

^

る
0

困
難
な
問
題
は
、
才
！
.バ
ア
•
シ
ュ
レ
ジ
ュ
ン
の
問
題
で
あ
つ
た
0
こ

と
で
は
、
人
域
役
票
は
、
.
一
九
ニ1

年
三
月
二
十
日
に
擧
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
o
;ド
イ
ツ
は
全
投
票
の
五
九
，•
六
^

を
獲
得
し
、
自
治

.

'

 

-
 

... 

..
 

.

區

に

お

い

，て

、
‘
•ホ

1

ラ
シ
ド
の
六
七
八
に
對
し
て
、.
八
四
四
を
獲
得
し
て
ゐ
る
.0
:條
亂
に
は
自
治
地
區
に
ょ
る
歸
屬
決
定
と
明
記
し
C

I 
系
，名 
S

W

I

t蒙

I

達
-秦 
f

f
 ーん絮̂
-5
:
€
*岑
\ 

-
I 

V
、

气
_ 

-
-

-

-

-

-

-

-

-

--------

l

i

l

s

i

l

l

l

l

l

l

l

s

$>

る
の
で
、
.こ
の
地
區Q

交
錯
が
問
題
と
^

り
*

遂
に
國
際
聯
盟
に
持
.ち
出
さ
れ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
0

.有
利
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

+ 

• 

. 

' 

.

.

I

翁

に

お

け

る

人

民

議

が
i

一
五
年
に
行
は
れ
、
九
割
の
議
を
ド
イ
ツ
が
獲
得
し
f

ル
の
ド
イ
ツ
雪
が
決
定
た

し
こ
と
は
、
わ
れ
わ
^

の
.記
憶
に
新
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ヴ
ヱ
ル
サ
イ
ユ
條
約
を
中
心
と
し
た
民
族
自
決
權
問
題
は
終

. 

.

.

. 

•
 

/ 

.

つ
て
ゐ
る
以
で
あ
る
。

'
 

.
四

.

■

 

.

.

.
,
 

: 

ノ'
 

'
 

. 

: 

.

.

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
に
お
け
石
民
族
自
決
主
義
が
、
ウ
ィ
ル
ス
ン
、
ロ
イ
ド

•
ジ
ー
デ
の
や
ぅ
な
民
主
々
義
者
の
主
張
で
あ
り
、
そ
の 

主
張
が
、
い
ろ
•い
ろ
の
政
治
的
關
係
の
た
め
に
、
實
現
せ
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
ソ
聯
に
お
け
る
民 

族
自
決
半
義
は
，
社
會
主
義
'±

た
は
共
產
主
義
の
--
*

原
理
：で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
ょ
ぅ
0

r

 

.
/

. 

.V 

.. 

. 

. 

•

口
シ
ア
に
お
け
る

社
會
キ
；義
者
は
*

革
命
以
前
か
ら
民
族
自
決
主
義
を
主
張
し
て
.ゐ
，る
;0
ロ
-シ
ア
に
は
百
四
十
餘
の
言
語
を
話
す
百
. 

八
十
餘
の
種
族
ま
た
.は
民
種
が
存
在
す
る
0

.と
の
中
人
ロ
* 1

の
上
に
お
い
て
.重
.要
性
を
占
め
る
種
族
が
五
つ
あ
つ
て
、
ソ

_

人
.ロ
の
八
 

四
夂
を
占
め
て
ゐ
る
-°

爾
餘
の
種
族
は
、人
口
數
に
お
い
て
、多
く
も
全
人
ロ
の
ニ
^に

.；q

ら
な
い

の
で
あ
るo

第
一
は
ロ
シ
ア
麁
で
牵
 

人

.0
0

五
三
多
、
第
二
は
ウ
.ク
ラ
イ
ナ
人Q

1 

一
一X

、
.

第
三
は
白
露
人
、
第
四
は
力
ザ
ッ
ク(

以
前
は
ギ
ル
ギ
ス
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た)

：で
- 

西
部
、V
ベ
，リ
ア
、
冲
央
ア
ジ
ア
、
商
部
ヴ
.
ォ
ル
ガ
の
間
の
高
原
地
帶
に
居
往
し
て
ゐ
る
.'
0
第
五
は
中
央
ア
ジ
ア
に
^
け
る

ウ
ズ
べ
ッ
ク 

で
あ
る
？
.そ
の
他
百
窝
の
人
口
..を
有
す
る
も
の
に
,
八
種
族
が
#

し
て
ゐ
.る
。

.か
く
の
ご
^

き
狀
態
で
あ
つ
て
>

帝
政
時
代
に
お
い
て
は
、
>

シ
ア
民
族
主
義
忙
ょ
つ
：て
、
.こ
れ
ら
の
少
數
民
族
が
抑
壓
狀
態
に
あ 

,

少
數
民
族
调
禪
.'

.

一
九
•

(

三
四I;)，

.
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少
数
段
族
別
翎 

_ニ
0 

'

q

i

b

d 

. 

•

|

ハ
：';
づ
た
と
い
ふ
理
_

で
、
社
會
主
義
#

は
、
各
民
族
が
民
族
自
決
權
を
有
し
て
、
國
家
構
成
か
ら
離
脫
し
*

そ
の
獨
自
の
虫
權
を
確
立
し
.

.

.

. 

,
- 

■ 

. 

• 

- 

. 

.
.
.

-:
-
.

.

.. 

. 

.

'.
:
' 

'

•
.
. 

.

. 

.

.

.

•

.
 

_•

得
る
も
の
と
主
張
、じ
た
。
こ
れ
は
帝
政
口
シ
ア
の
说
族
、壬
義
ま
た
は
國
家
主
_

に
對
す
る
反
對
運
動
で
あ
リ
、
そ
の
抑
•邮
を
打
破
し
て

t
- 

: 

•
: 
» 

•

段
族
的
解
放
1

所
期
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
堪
命
は
、
こ
：の
ロ
シ
ア
社
會
主
扉
の
傅
銃
を
繼
欺
し
た
も
の
で
あ
る
。

1

九 

r

七
年
十
一
月
十
五
日
の「

2
,

シ
ア
民
族
儲
權
利
宣
言」

は
、
そ
の
：親
は
れ
で
，あ
り
、
共
産
主
義
者
の
民
族
政
策
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の 

• 

宣
言
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
识
族
の
平
和
と
主
權
、
そ
の
完
全
な
る
自
決
權
を
保
證
し
た
’も
0 .

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
丨
ロ
>

ア

國

家
.

, 

か
ら
儺
睨
し
て
、
獨
立
E I

家
を
形
成
す
る
櫬
利
を
も
認
め
て
ゐ
る
。
■民
族
性
並
に
民
族
宗
敎
の
す
ベ
て
の
特
權
の
廢
止
と
無
資
格
を
规

定
し
、
少
數
民
族
並
に
人
糧
的
集
圑
の
發
展
の
.

自
由
と
を
保
證
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
等
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
從
へ
ば
い
フ
ラ
ン
ス
f

 

.

.

.

の
-

<
' «

宣
言
诚
、

ョ
4

ロ
ッ
パ
に
為
け
る
國
民
的
覺
醒
と
個
人
主
義
化
の
凱
歌
で
あ
つ
そ
、
と
れ
を
個
人
の
自
_

權
の
宣
言
と
し
て
表
：

. 

.

現
し
た
.

の
で
あ
る
。
し
か
る
忆
、
总
シ
ア
革
命
は
、
M

o

侗
人
の
自
由
權
に
、
更
ら
に
我
族
自
決
權
を
附
加
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
人 

.

類
の
進
歩
に
貢
献
す
る
も
の
だ
と
o
 

:
 

. 

: 

:

レ
1

U

ン
も
ス
タ
ー
リ
ン
も
、
革
命
以
前
か
ら
、
そ
の
民
族
理
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
。.
彼
等
は
民
族
問
題
を
、
.單
獨
に
社
會
に
お
け-

... 

. 

、

. 

. 

，
 

.

‘

る
孤
立
し
た
现
象
と
見
ず
"

一
つ
の
社
#

眾
命
の
要
素
と
し
て
見
て
ゐ
る
.0

從
っ
て
1

彼
等
3

見
方
は
、
民
主
々
義
の
見
方
と
異
っ
て 

, 

ゐ
る
。
彼
氟
は
拢
族
が
资
本
主
顏
と
と
も
に
勃
興
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
西
歐
の
段
族
主
_

苕
が
、
.民
族
問
題
と
し
て
、
資

. 

本
生
_

に
お
け
る
そ
れ
の
み
を
問
題
と
す
る
こ
と
を
非
雛
し
て
.ゐ
る
0

資
本
主
_

の
#

取
の
對
象
と
な
り
、
抑
踮
の
對
象
と
な
つ
て
ゐ

- 

\ 

.

.

.

.

.

.

.

 

* 

• 
•

る
植
民
地
並
に
半
植
民
她
國
の
民
.

族
問
題
が
、
當
然
民
族
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
鐵
に
お
い
て
、

‘

:

.

.

.

.

.

 

-

■

 

k 

•

 

'

 

.

-

•

 

,

 

-■

 

.

 

‘ノ
 

•

 

•

 

•

 

-

 

破.

，

.

.

 

-

•

 

■

彼
等
は「

仳
猓
の
勞
働
#

ょ
團
結
せ
ょ」

と
い
ふ
の
に「

被
抑
壓
亂
小
民
.族」

を
も
加
，へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
彼
等
は
带
國
主
義
の
問
題
だ
と

• 

.
 

: 

•

い
ふ
，
彼
等
が
西
歐
の
.

革
命
運
動
に
失
敗
し
て
か
ら
、
そ
の
眼
を
東
洋
に
轉
じ
、'

そ
|

し

て

、
、
植

民

.

地
並
に
半
植
民
地
民
族——

彼
等
の 

v >
:

ふ
被
抑
壓
弱
小
民
族——

め
革
命
へ
の
煽
励
、
即
ち
反
帝
國
主
義
運
動
に
か
ひ
立
て
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等
の
な
し
た
と
こ
ろ 

&

•

.
£■
;

れ
に
ょ
っ
て
、
：
ソ
聯
の
接
孃
地
帶
に
お
.

：

b

る
後
進
諸
民
族
を
そ
の
.

支
配
下
に
置
き
、
帝
政
W -
シ
ア

時
代
の
邊
境
侵
略
を
弱
小
民 

旗
の
解
放
と
い
ふ
名
目
の
卞
に
、
输
承
し
っ
つ
あ
る
。
.

更
，ら
に
邊
境
の
み
で
な
ぐ
、
東
洋
諸
民
族
に
對
す
る
そ
の
宣
傅
は
、
諸

S

族
に

お
げ
谷
混
亂
と
$

と
を
措
來
し
'

他
の
國
家
.

6

基
礎
を
破
壞
す
.

る
こ
と
に
全
勢
力
を
集
中
し
て
'

ゐ
.

る
a

彼
の
行
動
が「

赤
岱
帝
國
主

. 

. 

. 

,

•
-■
■
■
■
.
%
 

■ 

. 

. 

■ 

■ 

- 

- 

* 

-■.

義」

：と
い
は
れ
る
_

理
山
は
、
を
こ
に
お
る
す 

.

.

 

—

 

•

 

t

 

.

.

.

..
て

 

-

パ
埒
族
自
狹
主
，義
は
、
そ
の
民
主
々
義
的
形
態
に
お
い
て
i

、
社
#

主
義
ま
た
.は
V

共
產
主
義
的
形
，態
に
お
い

て

も

、
.
'
非

實

際

的

な

も

に
過
■ぎ
な
い
9

そ
の
理
办
は
' 

第
.

1

に
■彼
等
の
路
族
概
念
の
曖
昧
に
あ
る
。
民
主
夂
義
者
は
、
こ
れ
.を「

血」
S

問
題
と
.考
へ
て
ゐ
る
。

.

.

.

 

.

,

.-

.

•

 

•

 

. 

.

 

.

 

. * 

i

 

-

 

■•
-

 

.

.

+

•

-

 

+

共

產

中» :
乾
% .
-

、
.
段
族
^

歷
把
性
を
主
張
し
'
.な
攸
ら
*
.
ス
タ
ー
リ
ン
の

-ご
’と
き
は
ー
こ
れ
と「

血」

の
問
題
と
を
區
別
す
る
こ
と
が
出
來 

ず
、
常
に
#

§

で
あ
り
、
彼
等
ひ
い
ふ
ブ
ル
ジ
ァ
ァ
理
論
家
に
近
い
も
の
が
あ
各
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
兩
者
は

、

最
も
大
き
な
誤
謬

' 

.
 

t 

.

 
•

:

を
犯
し
て
ゐ
る
o
.第
一」

、：從
っ
て
彼
^

は
ノ
民
族
が
歷
史
的
社
會
經
濟
的
韈
成
で
あ
る
と
^

ふ
理
解
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。 

第
一
'

f
r

第
？
一
の
理
由
か
ら
彼
等
比
機
械
剛
な
民
族
自
炎
主
義
の
屯
張
に
■
.

っ
て
ゐ
る
。

.

こ

の

機

セ

主

義

は

、

设

族

自

決

ひ

;^
法

と

し

て 

の
人
路
從
槳
に
最
.も
-ょ
.ぐ
現
は
れ
で
ゐ
る
。
.
こ
れ
レ
.の
歡
點
か
'ら
見
れ
ば
、.
民
主
-
&

乾
は
勿
論
で
あ
る
が
*.共
鹿
主
義
荠
む
脊
し
く

商
由
生
義v

デ
.オ

氣

.
H

の
•殘
掛
を
持
.ネ

て

ぼ

へ

..

.

.
、

、
.
：

. 

f
ベ
'

少
鍊
黾
族
問
霧 

.

.

/

.

.■
'

/

.
 

5

 

2

1四
场
>

:

,



_

 

‘ 

‘

. 

\

,

 

r 

り
,
. 

グ

、

•
ぃ

.

.っ

.

ぐ

"

、

‘ 

■.

■

 
一

7

.;:.'

'--
-:
ノ 

パ

.

. 

少
S

族

問

題

. 

ニ)

--
,
'

n
i
l
.

四
四r

 

.

.

. 
, 

.

,
. 

•
ゥ
.，チ
ル
サ
イ
.ユ
：平
和
會
議
に
お
い
て
衿 

民
族
自
決
_

の
原
則
に
ょ
る
と
猶
し
.
，.

て
、
幾
多
の
小
國
家
を
建
設
し
た
o
.ぞ
れ
は
、
革
命
後
の
.

ソ
聯
に
對
す
る
防
壁
を
な
す
フ
ィ
ミ

^

リ
ト
ヮI

I

ア
•
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
こ
れ
で
あ
り
.、
オ
ー
.ス
ト
.リ
ア
王
國
の
崩
壌
と
ド
.イ
ツ
包
圍
陣
を
形
成
iす
べ
き
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

•

. 

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
丨
、
ル

1
:マ
1マ
ア
な
ど
が
、
こ
れ
で
あ
る
0
、
そ
れ
は
、
'
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
目
的
を
持
っ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
、
民
族

C
:
:
,

-.

自
決
主
義
(0
-

原
則
の
上
.に
立
0.
て
ゐ
る
%'
の
と
し
た
0

.

 

•

 

' 

.

 

.

.

.

 

•

 

.

.

'(
.

.

'

.

こ
れ
ら
の
國
が
東
南
方
ョ
.丨
ロ
ッ
メ
の
：民
種
混
合
地
帶

.に

.あ
る
關
係
上
、
埒
種
_

诫
は
、
甚
だ
し
く
複
雜
で
^

る
。
そ
の
結
艰
、
國

.

.

,

.:

家
形
成
.上
に
お
い
て
採
用
せ
ら
.れ
た
民
族
自
決
主
義
.の
原
則
は
、
ぞ
.の
國
內
諸
民
.種
の
取
扱
の
上
に
お
い
て
も
、
採
用
さ
れ
な
け
れ
ば 

,

.

な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
.•少
數
民
族
i

す
る
關
係
にa

い
て
で
あ
の
た
。

.建
設
後
の
ボ
1'

フ
ン
.
ド
國
と
窘
る
聯
合
國
と
の
條
約
と
^

っ
て
現
ば
.れ
て
ゐ
る
0

そ
れ
は
、

ブ
九」

九
年
六
月
ニ
十
八
日
ヴH

レ
ト 

t
、

'

へ

•.
 

イ
ユ
に
お
い
て
I

さ
れ
た「

波
蘭
S

關
ス
ル
條
約」

で
あ
る
。
こ
の
修
約
は
、「

波
蘭
國
ハ
.其
ノ
制
度
ヲ
■自
由
及
正
義
ノ
原
則 
一

I

合

致
セ
シ
メ
且
其
ノ
主
權
ノ
下
，一
立
ツ
地
域
ノ

住

民

，
一
對
シ

.猶
固
タ
ル
保
障
ヲ
與
へ
.ム
コ
ト
ヲ
希
望

.

ス
ル」

こ
と
に
ょ
っ
て
、
成
立
し
k

.

•

ぬ

で

き

て

、
.

そ

g

內
容
は
、
ポ
1

ラ
シ
ド
國
內
に
贪
る
少
數
民
族
の
膨
利
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
W

ま
、
そ
の
主
な
る
個
條
を

擧
げ
よ
ぅ 

P

,

.:
 

.
 

•

.

.

第
一
®

.

波
蘭
國<

:

出
坐
、.

國
籍
"

言
語
V

種
埃
！

X

ハ

宗

敎

ノ

如

你

ヲ

、
問

パ

ス

昏

國

內

ノ

一 ,

切

ノ

住

民

1
1

對

シ

共

•
，

生

命

及

自
由n

 

.付
充
分
沮
究
全
ナ
ル
保
謹
ヲ
保
障
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
ス
.

‘

,

,'
•

 

. 

:

'

•;

波
蘭
國
內
ノ
一.切
ノ
住
民
ハ：公
ノ
秧
序
又
ハ
賃
ノ
風
俗
.
5

.
セ
i

限
リ
信
條
、
裏

叉
 

>
 信
仰
ノ
自
由
ヲ
有
シ
其
ノ
#
拜

ハ
公

.

 

.

 

.

 

'

,

 

-

•

 

.

 
.

.

然
之
ヲ
行
フ
ト
私
一
一
之
ヲ
行
フ
- >

ヲ
問
ハ
ス
.

共
一
一
'
自

由

タ

ル

へ

シ

..

.

.

'

-

 

•

 

'

 

.

 

.

第
七
條
，
波
蘭
國
民
ハ
法
律
ノ
前
一
一
各
人
平
等
タ
ル
.
ぺ
ク
且
種
族
、.
.言
語
又
'ハ
宗
敎
ノ
如
何
ヲ
間
.ハ.
.ス
同
1
>
公
權
及
私
權
ヲ
享
有
ス

.
.

.
.

.

 

.

宗
敎
、
信
條
又
ハ
歸
依
ノ
如
何<

:

波
蘭
國
民
力<

ム
職
ニ
就
ギ
>
 
公
務
！

N

行
ヒ
又
ハ
.榮
典
ヲ
授
，輿
セj

フ
レ
竝
職
業
ニ
從
事
.シ
又
ハ
自
_

ヲ
營
ム
如
キ
公
權
又
ハ
私
權
ノ
享
有1

(

關
シ
何
等
ノ
累
ト
爲
ル
コ
.
ト
ナ
.シ 

.

.

.

：

.

•
 

•
 

•

.

 

•

 

•

波
藺
國
民
バ
私
交
、
商
取
引
、：
信
敎
、
新
聞
雜
誌
其
ノ
他
各
種
ノ
，.出
版
物
又
ハ
公
ノ
集
會n

於
デ
如
何
ナ
ル
言
語
ヲ
使
州
'ス
ル
モ
自 

.
•
由
タ
ル
へ
ク
右
言
語
ノ
启
由
.
.

n

付
デ
.ハ
何
等
/'

制
限
ヲ
課
ス
ル
ゴ
ト
ナ
カ
ル
バ
へ
シ
~

:
.

波
蘭
國
政
府
ヵ
I

I
 

メ
タ
ル
場
t

雖

謹

語

i

ル
言
f

用

ヒ

ル

讓

翼

i

 

法
廷
一
1
於
テ
其
ノ
言
語
'ヲ
.使
用
ス
ル
»-
付
相
當
ノ
便
宜
：ヲ
供
與
.ヤ
ラ
キ(

.シ

.
: '
':
.
丨

^

.第

八

條
.種
族
、
寮
敎
又
ハ
：言
語
上
少
數1

屬
ス
ル
波
蘭
國
民
ハ
他
ノ
波
蘭
國
民
ト
.ノ
法
律
上
及
事
實
上
同
.
. 一
ノ
待
遇
及
保
障
ヲ
享
ク 

.へ
ク
殊
.

a

一
 

其
/

費
用
ヲ
以
テ
.慈
#

的
、
宗
敎
的
及
社
會
的
ノ
施
設
竝
學
校
其
ノ
他
ノ
敎
育
設
備
ヲ
開
設
、
經
營
及
管
理
シ
且
右
施
設
.

.

.

.

- 

-
.
.
.•ノ
 

. 

.

 

.

及
設
備
.
一
一
於
テ
自
曲
土
其
ノ
言
語
ヲ
用
ヒ
又
入
宗
敎
上
ノ
禮
拜
ヲ
行
ラ
-
付
キ
同
等
ノ
權
利
ヲ
有
ス
ヘ
シ

第
九
條
波
蘭
國
ハ
波
蘭
語

n
:

非
サ
ル
言
語
ヲ

.

.用
ヒ
ル
波
蘭
國
民
ノ
大
多
數
居
住
.
ス
：ル
‘都
市
及
地
方
ノ
敎
育
制
度
ヲ
淀
ム
.
ル
：
一
一
當
”

右

•

■

. 

- 

. 

\

. 

t 

•

..
■

.

.

.■

.
■
■
■
■
.
-
 

- 

,

■'
波
蘭
國
民
ノ
兒
童
ーI.

對K

ル
小
學
敎
育
力
其
ノ
言
語
ヲ
以
テ
施
サ
ル
へ
キ
コ
ト
ヲ
5 i
保

ス

ル

.爲

相

當

ノ

便

宜

ヲ

供

與

ス

へ
シ
值
シ
波 

■
! 1
:

國
政
府
.ヵ
右
小
學
敎
育
1
1於
テ
波
蘭
語
ヲ
必
須
科
目
ト
.
シ
テ
課
；ス
.
ル
コ
，ト
ヲ
妨
.ヶ
^

.
/>
.
數

民

族

問

題

 

'
,
'
/
 

■
 

•
 

-
.
.
;

.
 

•
 

.
.
1
1

三 

Q
S
S



s

$

1

ft

I

I

\

;■
■
少 

I

f

 
へ
'
■:
,

.

':-
.
'
.
. 

,

. 
• 

.

:

.

:

 

. 

. 

ニ
西
：
■

I

 ハ)

.

こ
れ
ら
.の
：ボ
ー
'テ
：ン
K-
.

國
に
關
ず
る
條
約
の
箇
條
は
、
民
族
自
決
主
義
の
國
内
的
適
用
.と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
？
民
族
自

決
.主
義
が
、
，
嚴
密
に
备
個
の
妈
種
に
っ
.い
て
適
用
し
得
な
，い
や
う
.に
、
國
內
少
數
民
族
'服
題
に
.
っ
い
て
も
、
以
土
»
や
ぅ
な
自
由
主
笼

.

. 

•

ン
：

■ 

.

.

.
- 

.

■

-

.

.*

. 

. 

-

的
諸
原
則
は
'

實
現
す
'る
.こ
と
が
甚
だ
.し
く
困
_

で
あ
る
々
‘
こ
の
條
約
は
、
.
少
觀
民
旎
が
常
に
抑
壓
さ
.れ
'

 

b

の
.自

由

な

，活

功

ど

發

展

 

と
が
、
今
日
に
い
た
.る
ま
で
可
能
.に
さ
れV

ゐ
.な
.い
現
實
の
狀
態
に
难
し
て
•

.

民
族
自
決
主
義
が
ら
考
へ
.ら
れ
た
少
數
民
族
優
遇
案
と
も 

い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
ひ
，
か
か
る
^

^

ば

、

單

，に

。ボ
ー
ー
ブ

：

ン
ド
の
か^:
ら
ず
、
.そ
0-

他「

の
新
設
國
に
^

し
'
て
も
與
へ
-̂

れ

た
^.
の
で 

4>
-

る
が
、
ぞ
の
い
づ
れ
の
國
家
■に
お
い
で
.も
、
少
數
民
族
問
題
は
厂
が
如
ダ
法
的
主
張
の
存
在
す
る
に
も
拘
ら
ず
ゝ
解
決
せ
ら
れ
て
ゐ

.

:

 
-

 

ゾ.

-

:

•

,

.
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. 

- 

- 

< 

. 

- 

*

な
い
'0

そ
の
未
解
決
の
事
態
が
、
h
ナ
チ
•

ド
ィ
ツ
を
し
て
.、
そ
の
理
由
に
ょ
っ
.て
、
諸
地
方
を
併
合
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根 

本
的
理
11
1

は
，
他
の
政
治
經
濟
的
㈣

■

の
解
決
へ
0-
.
敗
策
に
あ
る
0

し
扒
し
な
が
ら
、'
:
‘民
族
問
題
ゆ
、
自
國
に
，お
い
て
も
.
そ
の
相
手 

國
に
お
い
て
も
'

爾
も
ょ
.い
表
面
の
粉
爭
の
理
由
ど
な
名
し
''
*

そ
れ
.に
キ
っ
.て
、.
.
.戰
時
に
.お
い
て
は
、
セ
ン
セ
工
ー
シ
ョ
ン
を
起
す
ベ

 

き
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
9
.ぞ
れ
は
、
以
下
0:
_

述
に
よ
つ
て
明
か
ど
な
る
で4

ら

う
;̂
.
、

.

.

 

'五
.
，

■
■

,

.

一
、

.
、

ョ
ー
口
ッ
パ
に
お
け
る

少

數

民

族問
題
は 
>
.
.ド
ィ
ツ
の
_

外
問
題
と
し
七
日
程
に
上
っ
て
來
た
0
、
そ
れ
は
-
.ヴ
，ェ
ル
サ
-T

.
ユ
平
和
條

約
の
最
初
の
問
題
で
あ
っ
て
、
最
後
に
解
決
じ
っ
つ
あ
.る
?)
'

の
，.で
あ
'る
0
.
.そ
0-

だ
：め
に
ド
ィ
ツ
は
國
運
を
睹
し
て
_

っ
で
ゐ
る
0
.ヴ
太

■ 

.

.

.
 

.. 

.
 

.
 

.

. ;

.
 

,
 

.
 

.

.

. 

-
 

:

.

ル
サ
ィ
ユ
平
和
條
約
に
お
い
で
，は
、
；ド
ネ
ツ
は
聯
合
諸
國
の
た
め
に
、
敗
戰
國
と
し
て
の
取
扱
ひ
を
受
け
た
。
そ
れ
は
r

三
っ
の
問
題 

に
現
は
れ
て
ゐ
る
。.
.第
一
、
.賠
償
金
問
題
、
' 
第
In

、
.軍
備
®]

限
問
題
、
第
三
八
國
境
改
訂
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
.ら
0

三
..っ
の
.問
題
は
、

.ド
イ
ツ
國
力
、に
關
ず
S

展
罡
政
策
で
あ
つV

、
ド

イ

品

、&

会

政

老

变

.に
富
す
る
も
^
^
^

，へ
得
な
い
I

ろ
の
も
の
だ
。
I

で
、
ヴ
>
 
ル
サ
イ
.
十
平
和
條
約
<n
'

成
f

同
時
に
、
.そ
の
改
訂
ま
た
は
廢
乘
.の
運
.動
が
行
は
れ
た 

.
こ
と
■は
、
寧
ろ
當
然
の
こ
と
と
レ
■は
ね
ば
な
ら
ぬ
.で
あ
ら
ぅ
。

■ 

——

 

秦

篇

改

訂

運

動

中

、
f

迅
速
’に
解
決
點
に
到
達
し
た
も
の
ぼ
，
賠
償
金
問
題
で
I

。
f

金
と
し
て
、：
ド
イ
ツ
が
聯
合
諸
. 

國
に
支
拂
.ふ
.ベ
.き
額
は
、T

ヶ

年

管

萬

書
X

グ
に
達
し
て
ゐ
た
。
こ
れ
は
、
現
金
並
に
現
物
を
も
っ
て
、
支
拂
は
れ
っ
っ
ぁ
っ 

た
が
、
.そ
の
た
め
ド
イ
、ゾ
の
經
濟
を
陂
壞
し
、
惹
ひ
.
て
ョ
1

ロ
ッ
パ
.
.
.の
景
氣
.
に
も
'

恐
慌
狀
態
を
招
來
す
る
傾
向
が
.あ
る
と
^
^

J

由a
t

 

K

イ
ツ
の
政
治
的
勢
力
.を
根
$

す
.る
こ
と
は
、'

ヨ
I
 

0
ツ
パ
に
お
け
る
勢
力
均
衡
を
失
す
る
.
•と
い
ふ
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
，
 

側
の
理
か
と
い
ら
-

1g

減
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
o
.そ
れ
ゆ
ヤ
ン
■ダ
案
‘

ド
ウ
ス
案
か
ら

■
ロ
力
ル
ノ
案

(

一
九
三
三
年

)

に
至
つ
て
ト 

イ
ツ
ば
賠
憤
金
支
拂
の
義
務
を
冤
れ
る
ご
と
が
故
來
た
の
で
あ
る
。

'

.

'

,

» :
■

ノ
 

.

.軍
備
問
題
に
つ
.い
て
は
、
世
界
.大
.戰
に
知
げ
る
同
國
の
內
.部
的
崩
壤
ど
'と
も
忆
、
多
數
の
.武
器
，
箪
艦
な
ど
，を
聯
合
®
側
に
引
渡
し 

た
が
、：
そ
の
後
に
.おS

て
は
、
像
備
軍
を
十
.萬
に
制
限
さ
れ
、，
軍
用
飛
行
機
'ひ
建
造
を
緊
止
さ
れ
、
海
繁
を
制
眼
さ
れ
た
。
地
域
的
に 

は
、
.
ラ
.：イ
ン
.ラ
：
.ン
I

非
武
裝
地
觀
と
し
て
、士
 ̂

こ
ひ
狀
態
は
、

一
九

こ
八
年
か
ら
：

r

九
三
.ニ
年
に
い
t

共
薇
時
ぎ
通
じ
て
一
S

ま

餐

容

今

て
じ
て
は
、
あ
の
酸
防
に
窝
全
を
期
し
得
^:

絞
態
で
あ
つ
き
で
、
ゼ
f
 
P

將
軍
t

し
で
、
少
數
機
械
錄
隊
の
原
則
を
懸
軍 

に
適
用
し
で
、.
そ
.
の
能
率
ト
髙
め
ょ
ぅ
と
し
て
な
た
-°
' 

. 

、

'

:
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K
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f
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民
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少
數
民
族
還 

ニ
六
' 

(

雪

)

’

し
か
る
に
、
ナ
チ
ス
が
政
權
を
把
捉
し
て
か
ら
國
家
Q

W

編
成
を
行
ふ
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
即
時
的
實
行
に
は
'

多
少
•の
無
理
が
あ
笑
。
ナ
チK

政
權Q

成
立
は
、

一
九
三
三
年一

月
三
十
日
で
I

が
、
こQ

政
權
は
純
轉Q

ナ
チ
ス
政
權
で
は
な 

く
、

一
九
三
o

平
の
秋
に
成
立
し
た
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ク
•
フ
ロ
ン
ト
と
稱
せ
ら
れ
る
右
靈
線
の
內
閣
で
、
そ
の
首
班
に
ア
ド
ル
フ
•
ヒ
ッ 

ト
ラ
ア
が
立
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
故
に
、
國
內
の
政
敵
を
璧
し
、
且
つ
自
己
の
陣
營
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、

一
ニ
年
の
時
間
I

 

要
と
し
た
。
.
そ
れ
は
、.

r

九
三
四
年
六
月
に
#

け

る

讓

醫

レ

丄

Q

變

I

つ
て
一
段
落
と
見V

.

ょ
い
で
あ
ら
ぅ
。
..ナ
.チK

は 

こ
れ
以
後
に
お
い
て
、
そ
の
對
外
.活
動
を
開
始
し
て
ゐ
る
。
そ
の
第
一
裔
手
は
、.、
一
九
三
五
年
に
お
け
る
ド
•イ
ツg

軍
備
の
宣
言
で
あ 

り
、
第
二
に
は
翌
三
六
年
に
お
け
る
對
英
海
軍
協
定
が
あ
る
。
こ
の
協
定
に
お
い
て
、
對
英一

ニ
五
パ
丨
セ
ン
+ 

Q

.
艦

艇

保

持

の

妥

協

が
 

行
は
れ
た
。
ド
イ
ツ
海S

の
あ
る
程
度
ま
で
の
復
活
で
あ
る
® 

f

に
同
年
！
！防
軍Q

•
ラ
イ
ン
迆
粧
が
行
は
れ
た
。
即
ち
非
武
裝
地
帝 

で
あ
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
に
降
防
淨
を
逃
め
、
こ
の
地
帶
に
武
備(

ジ
ー
グ
.プ
リ
，
ト
•
ラ
イ
ン)

を
施
す
こ
.と
と
な
つ
た
の
.で
あ
•るo

こ 

の
と
き
以
來
、
ド
イ
ツ
政
涅
、
そQ

層

豫
f

發
表
せ
ず
、
極
力
軍
備Q

讀

醤

に
.つ
と
め
て
ゐ
.るq

で
あ
る
。

.

次
に
國
境
改
訂
•
失
地
间
復
問
題
で
あ
る
。
...

,

ド
イ
ツ
は
、
ヴ
ぷ
サ
イ
ユ
平
和
條
約
に
ょ
つ
て
、
ど
れ
だ
け
の
領
土
奚
つ
た
か
。
ま
づ
植
民
地
金
部
を
喪
失
し
た
。
ド
イ
ツ
は
、

植
齒
家
と
し
てQ

世
I

局
へQ

登
場
が
遲
か
つ
た
の
で
、
植
民
地
S

I

量
に
獲
得
し
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ア

フ

リ

’

力
と
大
汗
洲
に
存
在
し
て
ゐ
た
。
そQ

ド
イ
ツ
植
民
地
、1

部
聯
合
國
側
に
S

れ
て
、
0

0

^

 

f

,

そ
れ
ぞ
れQ

置

に

義
 

統
治
の
形
式
に
お
い
て
S

さ
れ
て
ゐ
•る
。
い
ま
、
そ
の
實
狀
を
擧
げ
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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ヴ
太
ル
サ
イ
ユ

1

に
ょ
つ
て
1'
イ
ツ
は
、
.
以
上
'の
や
ぅ
に
、
そ
.の
す
べ
て
の
植
段
地
領
域
を
喪
失
し
た
の
み
な
ら
ず
、
ま
た

ヨ
ー

ゾ
' 

- 

. 

•

 
■

.

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
本
國
領
土
の

一

部
割
讓
.を
餘
儀
な

く
せ
ら
れ
た

o

し
か
も
、
こ
..の
割
讓
地
域
內
に
は
、
工
ル
ザ
ス

• 

ロ
ー

ト
リ
ン

ゲ

.
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こ
 

•
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.

ン
の
ご
と
き
鐵
鑛
資
源
q
:
M

富
.な
產
地
や
部
シ
ュ
レ
ジ

..

H

ン
の
炭
摘
地
方
を
含
む
.で
.ゐ
る
の
で
-
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
大
痛
事
で 

あ
っ
た
C

從
っ
て
.こ
の
ョ
ー
ロ
ッ

.パ
に
灸
け
る
失
地
の
囘
復
要
求
は
、
植
圾
地
返
還
要
求
と
と
も
に
、
戰
後
の
ド
イ
ツ
が
a

執
す
る
と

•
+
.
.
.
. 

- 

' 

. 

r

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
ニ
要
求
が
、
常
に
巧
妙
に
柑
關
聯
し
て
提
出
せ
.ら
れ
る
點
に
、
最
近
の
ナ
チ
ス
政
權
下
に
お
け
る
外
交
政
策 

の1

つ
の
妙
味
が
見
出
さ
れ
る
。

'
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ヴ
^

ル
サ
イ
ユ
條
約
に
ょ
る
ド
イ
ツ
本
國
の
割
讓
は
*

次
の
ご
と
--
<

で
，あ
る
0

こ
れ
.に
ょ
っ
て
、
ド
イ
ツ
は
大
戰
前
の
面
積
の
約j 

三
^

、
人
口
の
約
1
〇
涔
を
失
つ
た
。

.

*

-

, 

-
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讓 

'地

.方 

' .

割
；
讓

先

.

面

積

(

平
方
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ボ
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穴
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三
、
八
五
四
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六
今
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，

チ
ッ
コ
ゾ
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.
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三
一

洗

/
四
八
、四
四
六 

メ 

メ

ル

地

方
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9
ト
ァ
，
I

T

.
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l.n、

ニ
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I 

1

四

一

.
、
三
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ダ

シ

チ

ヒ

自
-
由

市
'

:
,

'
1
、
九
〇
七
.

.

1

.

1
§

〇
、六
三
0

エ
ル
'ザ
ス
•
ロ
一
ト
リ
V
ゲ
ン

西
ブ
ロ
イ
セ
ン.
の
大
部
、
ポ
ー
ゼ
ゾ
.

.- 

苽
シ
A
.V
ジ
工
V
、
苽
ブ
ロ
イ
セ
ン

上
•

タ
ュi

ジ.
ェ
シ
の
.
一
部
、

オ
イ

T
X

•
マ
ル
メ
デ
イ

 

'
白

'

一、
o
三
ニ
六
〇
、

〇
〇
〇

 

シ
ユ
レ
ス
ウ
イ
义
ヒ
ポ
ル

V

ユ
タV

ソ
の
一
部
デ
ソ
マ

1
ク

：
：

■
三
、九
七
八 

一

山\
六
三
四
八

二 

合
:
.
'

ベ
：

'
 

V
- 
^

ザ

；

.
f

.地

.
方

'

.

し

十

五
.ヶ

聶

國

際

聯

盟

下

：
へ
：
，

.

.

.

一

九
、〇
四
〇
ノ 

'
七
七
三
、
七
六
四
.
.
.
. 

(

備
考)

ザ
.丨
ル
地
方
は
ー
九
：.三
五
萍
ー
月
人
民
投
票
忙
よ
り
獨
邈
歸
屬
亿
決
萣
す
。
：

；'

•

ド
イ
ツ
以
^
:
の
霧
敗
國
も
、
そ
れ
ぞ
れ
聯
合
國
側
と
の
♦

和
條
約
に
よ
つ
.て
、
本
國
領
土
の
割
镶
*
植
民
地
の
禳
渡
を
制
さ
れ
た

。
.

就
中
オ
V

ス
ト
リ
ア
•

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
國
は
、
數
個
の
小
國
に
分
鍉
せ
し
涞
ら
れ
、
新
允
忙
チ
.
エ
ッ
コ
^

ス
.ロ
バ
キ
.ア
、
オ

ー

ス

ト

リ.
 

ア

及

び

.
ハ
ン
ガ
リ
ー

が

出

，現

し

、

又

*

-*
'

«

洪

國
.(
0

領
土
の
可
成
り
の
部
分
が
、
イ
タ
リ
1

、
ル
1

マ
一
一
ア
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
に
合
併 

さ
れ
.を
0'

そ
し
て
'セ
ル
ビ
ア
と
新
に
そ
れ
に
併
合
さ
れ
た
領
土
と
か
ら
、
ユ
ー
ゴ
ー
•

ス
ラ
ヴ
ィ
ア

.が
戒
立
し
たV

 

.

ま
た
ト
ル
コ

.ば

本

覆

土

の

多

ぐ

を

失

？

.一
小
國
に
轉
落
y

 

人
つ
た
.。
し
か
|

和
ら
o

領
域
中
に
は
、
W

ラ
ッ
ク
の
石
油
資
源
、
バ

レ

ス

チ

ナ

<D
.、加
里
資
源
等
を
包
含
す
る
こ
と
に
よ
つ

て

そ

の
邊
受
國
の
利
益
は
、
觅
ら
に
大
で
ぁ
る
。
そ
‘の
後
イ
ラ
.ッ
ク
お
よ
が
シ
リ
ア
は
、
そ
，れ
ぞ
れ
英
お
よ
び
俐
の
委
任
統
治
を
離
脫
し
て
.

.
-
-
-
.

'

'
 

.

.

.
'
'
,
•

(

-
■
. 

-■ 

. .■■
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' 

'<■-
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'
 

.

自
治
灌
を
承
認
さ
れ
炎
が
、
依
灘
そ
.の
勢
カ
範
圍
で
.ぁ
名
こ
と
-に
.は
變
り
が
々
い
。
'.
;
.\
.
■:
■

'

か
く
.て
；ウ
ラ
ル
サ
イ
：ユ
條
約
を
中
心
と
す
る
..戰
後
の
平
糾
激
箒
.

§

立
：は
、

一..方
に
お
い
て
戰
勝
の
：列
强
國
を
一
蜃
项
大
な
.ら
；し
め

る
と
と
も
6
.
.

落
し
く
戰
1

■

側Q

勢
力
を
殺
ぎ
、

 ̂

-
.パ 

ル
チ
ッ
.ク
^
!
岸
、
中
歐
地
方
、
並
犯
0

ン
•

近
東
地
方
に
お
い
て
多
數
の
小
民
族
國
家
の
成
立
を
齎
ら
L

、
.■こ
の
こ
と
は
‘ま
た 

少
數
民
龙
澗
題
',
-

■
: 

一
：，
 

•

■

•
 

，
二
九

(

三
五一

)
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五
5

ド
イ
ツ
南
盟
主
と
す
る
舊
同
盟
國
側
の
.連
絡
を
遮
斷
す
る
に
.役
立
つ
、た
。

'

'
 

.
- 

*. 

•‘
 

•

.

•

か
か
る
國
際
間
の
貧
窟
■

隔一
-

列
强
麗
に
お
け
る
植
民
地
颔
域
と
資
源
の
偏
在
、
ぁ
る
ひ
は
列
强
國
と
小
國
間
の
關
係—

は
、
そ
.§

の
世
探
政
治
：•
經
脾
部
®

に
お
け
る
各
國
の
勢
力
消
長
を
容
認
す
る
f

、
發
展
的
l

々
s

しv

暴

と

な

を
:'
4
-な
い
先
つ
U

K

お
け

る

叙
上
の
不
均
衡
は
、
遺

「

持
て
る
國」

持
た
.

I

國」

の
世
界
的
な
對
立
.を
生
み
•
し
か
も

こ
の
.省
立
關
係
は
、
近
時
I

界
經
濟
の
發
展
傾
向
に
從
ひ
、
特
に
原
料
資
源
の
獲
得
と
關
聯
し
て
1

1

國
I

難
を
、
更
ら 

に
激
化
せ
し
め
0

つ
ぁ
る
0
.

次
I

後
に
簇
讯
し
た
多
數
の
小
民
族
國
家
か
存
在
は
’
國
際
的
な
對
立
を
更
ら
に
助
成
す
る
も
の
で
ぁ
今
蓋
し
霞
ら
の
多
く 

は
、
政
治
的
f

的
S

力
に
乏

し

い

半

獨

立

國

た

る

點

に

お

い

て

、
.
.
世

界

獨

占

資

本

主

義

の

發

展

に

伴

ひ

、
：

I

踅
 

本
唐
的
活
動
の
舞
囊

鲁

る

を

得

な

い
。
'
列
震
が
如
何
に
こ
れ
ら
小
國
の
上
に
、
そ
の
勢
力
の
扶
殖
I

f

る
か
、
わ
れ
わ 

1

そ

ぶ

例

を

バ

ル

カ

ン

地

方

に

見

出

す

こ

.と

が

g

f

ぅ
。

し

か4

近
こ
の
方
面
に
§

て

の

ド

イ

ツ

醫

は

、
誠
に
橫
極

白
て
ぁ
る
從
つ
て
こ
の
問
顧
は
ナ
チ
ス
•

ド
イ
ツ
の
,«
民
政
策
0*
一.
環
と
し
て
、
.
そ
の
海
外
植
民
地
返
還
要
眾
が
ヨ
1

ロ
ッ
バ
に 

お
け
る
失
地
囘
復
Q

f

f

相
關
聯
し
て
考
察
さ
れ
る
と
き
-
い
甚
だ
意
義
深
い
も
の
が
ぁ
る
。

.

'

 

V
 

.
ヴ
キ
ル
サ
イ
S

約
は
、
ド
イ
ツ
虜
に
と
.つ
て
は
' 

送

.

.

一

大

麗

的

屈

辱

と

，し

て

感

ぜ

ら

れ

た

o

.

_

K

 

:そ
こ
で
舊
ト
イ
ツ
植
瓦
地
返
還
要
求
も
、
旣
に
ナ
チK

統
治
.以
前
よ
^

試
み
ら
れ
た
き
る
で
.あ
り
、
夙

に

|

九
ニ
五
V

年
代

に
炎
い
て
，，
舊
植
说
地
の
_總
督
等
を
中
心
と
し
.て
、
若
干
の
植
段
協
會
あ
る
.ひ
は
.委
員
會
等
：が
組
織
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
運
動
が
開
始 

さ
れ
て
ゐ
た
。
し
か
し
當
時
、の
ド
イ
ツ
に
と
っ
へ
て
は
、
國
內
的
に
：は
戰
後
.の
經
濟
立
直
し
、
對
外
的
に
は
賠
償
金
問
題
.の
解
決
が
最
重 

嬰
關
沁
事
で
あ
り
、
展
っ
て
そ
の
植
：2
地
返
還
へ
0

要
求
は
、
比
較
的
穩
健
.な
範
鉗
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
事
實
は
、
 

當
睁
の
外
相
シ
ュ
ト

.
レ
ー
ゼ
マ
ン
の
平
^

交
政
策
に
罾
も
M

く

具
現
さ
れ
、
彼
は
英
•
怫
'と
の
提
携
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
外
交
の 

蕋
調
と
'な
し
、
西
部
國
境
.に
就
い
.て
は
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
と
.の
關
係
に
お
い
て
、
.讓
步
的
態
度
を
示
し
た
：0

し
か
し
そ
の
反
面
、
彼
は
' 

-
-そ
の
他
の
槊
南
“

北
の
國
境
に
關
し
て
は
強
硬
に
出
て
、
そ
の
改
訂
を
要
求
し
て
止
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
點
は
ナ
チK

,

政
權
確
立
後Q

 

本
國
失
地
盼
復
の
努
力
と
關
聯
し
.て
、
特
に
注
目
.す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ヒ
ッ

ト
ラ
ア
の
外
交
方
針
も
、
あ
る
程
度
..こ
れ
と
軌
を
一 

■つ
に
ケ
る
の
觀
が
あ
る
。

こ
の
間
に
在
つ
て
"
ナ
チ
ス
は
最
初
か
ら
ヴ
ェ
ル
テ
イ
ュ
條
約
の
全
面
的
破
棄
を
意
圖
し
、
‘そ
の
實
現
な
く
し
て
は
ド
イ
ツ
の
繁
榮 

囘
復
は
望
み
得
な
い
と
の
主
張
を
朋
.か
に
し
て
ゐ
た
。
故
に
チ
チ
ス
は
夙
に
一
さ
ー
0

年
の
黨
大
會
に
お
い
て
發
表
し
たI

一
 

十
五
箇
條 

.
'の
綱
領
中
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
國
形
武
,€
>

根
本
士
し
て
、
次
の
1
ー
ー
箇
倐
を
規
定
し
た
、
：
.

:

.ゝ
■
第
.一

條
、我
々
は
民
族
自
決
權
に
鉴
き
全
.ド
イ
ツ
人
がI

大
ド
イ
.ツ
國
に
結
合
さ
れ
る
，事
を
要
求
す
る
， 

；

*

•

..•
、

.

 

，

.

.
、
•

*

.
 

'. 

'
 

..

第
二
：條

我

：々
は
他
國
民
に
對
す
る
ド
イ
ツ
民
族
の
平
等
權
*

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ
並
に

.サ
ン
•
ジ
ェ
ル
マ
ン

.條
約
の
廢
粢
を
要
求
す
る
。 

，
第
‘三
條
，
我
々
は
ド
イ
ツ
民
族
の
生
存
の
た
め
並
び
に
わ
が
過
_

人
口
の
移
植
の
た
め
に
土
地
植
民
地
を
要
求
す
る
。

一
 

爾
來
ナ
チ
ス
は
ー
九
三
ゴ
ー
年
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
の
銃
率
下
に
、
そ
の
獨
裁
權
を
確
立
す
る
に
い
た
る
ま
で
、
十
數
年
間
の
柱
野
時
代
を
通
じ

I' 

' 

Z 

■ 

■ 

. 

.

い.

■. 

..

:
少
數
民
族
問
題
；
-

'

:

:

,
 

• 

一
 11.1 

(

1
1
1
5
0
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議
へ

：
.
.
；

:,
'
-鋒

. 

/
 

.

:

'

'

'
 

、

：

i

 

養

：

'

，
'
' 

' 

,

'

v

:

: .
.
■
• 

- 

. 

. 

'
 

g
 一
 

g

l

て
、
常
に
グ
*

ル
.サ
イ
ユ
被
約
-:
0

廢
棄
、
失
她
植
民
地
の
间
復
を
料
び
.續
け
た
0.

ヒ
ッ
.士
フ
.ア
自
身
も
ま
た
.そ
.
の
著
書「

我
が
鬪
帮」

に 

.ぉ
い
て
、「
領
土
：の
狹
少
な
た
め
大
民
族
が
沒
落
に
迪
せ
.る
場
合
に
拉
、
土
她
や
領
，土
を
求
む
'る
權
利
は
義
務
に
ま
で
轉
化
し
得
る
も
<0
' 

で
あ
る」

,
と
述
べ
、
祖
國
ド
..イ
ツ
0

復
興
の
た
め
に
は
ゾ
領
出
擴
張
の
不
可
缺
な
る
こ
.と
.を
强
調
し
た
0

し
か
し
な
が
.ら
當
時
ヒ
ッ
ト

. 

, 

....
' 

. 

.

■--

I-
/• 

■

 
r
 

.

•

-
ン
 
\ 

■

 
■

 
.
 

■

 

'

 
■

-

.

 

ラ
ア
が
、
、本
國
に
お
け
る
失
地
と
舊
海
外
植
揭
地
と
0

何
れ
の
囘
復
を
求
め
る
に
切
で
_あ
っ
.た
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
，0.
_
論
前

.

.

.

 

■

■

*

.

.

 

. 

•+
•.
.•
•.

 

:
,
 

• 

, 

.

— 

揭
の
，所
言
に
も
明
か
な
る
ご
と
く
，
舊
植
民
地
べ
の
囘
從
要
求
を
棄
.て
る
之
と
は
な

‘か
っ
た
が
、
し
か
も
初
明
に
お
い
て
は
•
彼
も
ド

-
:
•
. 

.

. 

. 

.

. 

.

.

. 

.
■ 

:
 

:
 

•
.
'
. 

. 

.

.....

v

 

. 

'
イ
ツ
.の
國
內
的
統
.
-*
■'
©

結
成
を
第I
目

標
,̂

し
,

.こ

.れ
に
隨
づ
：て
本
國
の
.
失
地
囘
復
に
•

ょ
り
以
上
の
，重
點
を
お
い
た
や
ぅ
に
敌
は
.れ

•
 

• 
•
 
•
 

•
 

#-
 

.*
 

•
- 

..
 

-
 

.
 

.
 

‘
 

.

.

る

.0

前
揭
：_の
著
書
中
に
お
.い
て
、
.ド
，イ
ツ
の
擴
張
耍
求
の
解
欺
は
、
主
と
し
て
.、
本
國
面
積
の
增
大
に
存
す
る
と
い
ふ
見
解
が
、
.
數
！ 

■

.— 

-

.

.

.

.

.

* 

. 

' 

. 

V 

. . 

• 

• 

• 

-

所
に
啜
出
さ
.れ
.る

.0
:

■
 

.
 

-■ 

■ 

. 

■ 

■ 

-

.

.

.

や
が
て
一
九n.

一
三
年
一
月
末
に
.、
：ナ
チ
ス
が
政
權
を
獲
得
す
る
と
、
そ
の
外
交
政
策
の
根
本
原
則
と
し
て
採
■

さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、

'

即
ち
そ
の(

一)

は
.ド
イ
ツ
段
族
の
團
結
で
：あ
り
、(

ニ)

は
ダ
エ
ル
サ
イd

絛
約
の
廢
棄
、(

三〕

は
世
界
大
戰
に
ょ
■
る
先
地
.植
.
3
K6
Q 

.

- 

,

-
.
. 

>
7 

■ 

- 

' 

* 

■ 

- 

- 

. 

. 

. 

• 

' 

« 

,

间
復
で
あ
る
。

\

':
. 

.

.

.

'

:

 

■ 

/

こ
.
'の
と
き
に
^

っ
て
も
、
暫
く
は
ヒ
ッ
ト
ラ

.ア
の
前
述
の
態
度
は
變
ら
な
か
つ
た
0

郎
ち
一
九
三
三
I

三
五
年
を
通
じ
、
外
國
使
臣 

‘ 

あ
石
ひ
は
外
人
記
营
测
と
.の
.會
見
に
際
し
、
あ
る
と
き
は
舊
植
民
地
间
收
の
必
要
を
强
調
し
"

他
0

機
會
に
は
植
段
地
.閑
有
の
負
擔
過

1

大
を
說
ぃ
.た
0
.
し
か
ふ
-:
'
:颜
れ
に
.せ
ょ
、
.ョ
1

>

ッ

--

土
に
、
ド
イ
ツ
の
.
世
#'

的
强
大
化
に
向
■つ
て
進
ま
ん
と
す
る
點
に
"
.
そ
の
眞
意
が
あ
る
と
，と
は
、過
去
*
現
在
を
通
じ
て
變
り
が
な
い
o 

.

し
か
る
.に
、
.そ
の
後
0

世
界
經
濟
の
發
展
は
，
世
#

恐
慌
打
開
の
.方
:̂

と
し
て
、
.
各
國
に
ょ
る
.ブ
.ロ
ッ
ク
經
濟
形
成
の
傾
向
を
著
し 

く
功
%

す
る
こ
と
士
な
つ

.た
。
し
か
も
、
そ
れ
が
1

强
國
を
中
心
.に
そ
の
勢
カ
範
圍
の
確
保
を
內
容
と
す
る
こ
と
に
ょ
つ
.て
、
世
热
各 

植
民
地
領
域
の
經
濟
的
、
■
政
治
的
意
義
は
、

1

段
と
重
要
性
を
增
大
す
る
に
い
た
り
、：
こ
こ
に
ド
•イ
ツ
^

舊
領
域
の
返
還
要
求
を
.前
面 

に
押
出
し
、
說
意
そ
の
貧
現
に
努
め
ざ
る
，を
得
な
く
な
つ
.た
o
.
か
_く
て
1
.
九
三
五•

六
年
を
轉
機
と
し
て
、
そ
の
返
還
要
求
は
、
著
し

く
積
極
化
さ4

た
。
例
へ
ば
シ
ャ
ハ
ト
博
士
は
、

一
九
三
五
年
三
月
四
日
.ラ
.イ
プ
ッ
ヒ
の
メ
ッ
セ
の
開
場
式
に
臨

.ん
で
、
ド
イ
ツ
は
植

•

 

.
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•

民
池
獲
辱
に
ょ
り
原
料
輸
入
が
容
易
と
な
り
、
從
つ
て
ド
イ
ツ
工
業
の
：利
益
と
な
るT

名
こ
と
を
說
き
、
ヒ
ノ
ト
ラ
ア
も
ま
た|

九
一
ニ 

.

.六
年
三
月
七
日
羅
會
で
の
演
說
で
ー
ザ
イ
ツ
政
府
の
名
に
お
い
て
、
舊
植
民
地
の
返
還
を
要
求
し
た
。：

.

.：

へ
，…

；

.

.

こ
の
間
に
ぁ
つ
て
、.
.ド
イ
ツ
は
そ
の
對
內
的
工
作
を
繁
ず
、：
 

一
*
一一
 

五
年
舂
ヴ
エ
，ル
：サ
イ
ユ
條
約
軍
事
條
項
破
棄
、
苒
軍
備
の
爆

#

直
言
を
投
じ
て
と
れ
を
强
行
し
、
更
ら
に」

.九
三
六
年
三
月
に
は
ラ
イ.

シ
ラ
ン
ド
.進
駐
を
强
行
し
、：

そ
の
接
收
に
成
功
し
た
。
.か
く

...
 

-

て
前
揭
の
綱
領
三
.箇
條
に
關
す
；る
限
り
、
隨
さ
れ
た
問
題
は
領
土
擴
張
调
’題
0

み
と
な
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
、. '

植
民
地
返
還
耍
求 

の
聲
は
•

ま
す
ま
す
.
l

i

つ
た
。
.
即
ち
一
九
三
六
年
四
月一

日
,

駐
英
大
使
フ
ォ
ン

>

 

リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
が
、英

I

府
へ
提 

出
し
た
歐
洲
平
和
訐
畫
第
十
八
條
に
お
い
て
も
'

こ
の
.项
求
は
明
記
さ
が
、
爾
來
、>'
4

ツ
に
.お
い
て
は
、
ヒ
.
ッ
ト
ラ
ア
1

リ
ッ
べント 

”

ッ
ブ
、
フ
ォ
ン•

エ
I
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ス
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中
心
と
し
で
、
同
麓
の
主
張
が
幾
|

1

盤

3

れ
て
名
今
特
ぢ
丄

|

 

七
年
.一
月
の
議
會
に
お
い
て
、
'ヒ
ッ
ト
，ラ
ア
は
奮
植
民
地
の
囘
復
を
權
利
と
し
，て
亂
調
し
、
そ
©

後
要
求
は
.、
.
|1*

の
强
化
を
示
.し
て 

.
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ゐ

る

:L
力
し
.て
姊
に
論
及
し
^

世
界
經
濟
の
»

近
0

發
昆
段
階
に
お
：.い
.て
、
糊
著
^
:な
つ
た
統
制
主
義
の
寒
播
、
ブ
1
ッ.
ク

-'
^

^

ノ 

:

促
進
に
加(

V
、

■い
ょ
い
名
軍
備
に
乘
出
し
た
ド
义
が
-

軍

事

纛

湍

た

め

に

、
.一.
九
美
部
秋
に
新
た
に
1

年
經
濟
1

-
 

を
樹
立
：し

：.準
戰
時
體
制
下
に
食
料
お
ょ
びH

業
原
料
：©
獲
得
--
.
'
.蓄
.積
を
開
始
し
た
こ
と
.に
ょ
.つ
て
、
植
民
地
問
題
の
.
.重
要
性
は
、
笮

植
民
地
返
還
要
求
は
.
ド
イ
ツ
.に
と
つ
て
は
、
重
要
な
問
題
.で
も
あ
.り
，
&

つ
國
段
を
鼓
舞
し
得
る
も
め
で
も
あ
る
0

し
か
し
な
が 

ら
、
ド
イ

ザ

悔
軍
の
實
カ
を
も
つ
て
し
て

は
、

英
佛
を
し
て
.、
.
ド
イ
ツ
舊
植
民
地
の
：返
.還
に
應
ぜ
し
め
る
こ
と
は
出
來
な
い

-'
°

從
つ
て 

民
^

返
還oS.

題
は
；
現
法
.に
お
い
て
.は
”

單
な
る
掛
け
聲
に
過
ぎ
な
い
有
欉
で
あ
るO

し
か
し
、
そ
れ
.は
掛
け
聲
で
あ
つ
て
も
*

^
 

干
の
効
用
を
持
つ
も
の
.で
あ
つ
'て
、
旣
に
述
べ
た
言
に
、

一
方
に
お5

て
、
養

地

嚳

塞

を

.土
げ
な
が
ら
、
他
方
本
國
々
境
に

お
け
る
失
地
の
囘
復
、
ド
イ
ツ
少
數
民
族
居
往
地
參
.イ
ツ
國
境
盤
調
問
趨
を
主
張
^

て
、
ド
イ
ツ
對
外
發
展
の
最
も
重
要
？
王
張
と

す
る
こ
士
が
出
來
る
.の
で
あ
，る
0
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'
ナ
チ
ス
の
か
く
の
ご
と
き
，主
張
は
、
.
そ
の
根
本
に
お
い
て
は
、
.民
族
の
問
題
-'
<
»
:
.
し
て
提
起
さ
れ
て
ゐ
る
。
ヴ
ユ
ル
サ
イri

條
約
に
ょ 

る
ド
イ
ツ
本
國
の
决
地
は
、
前
掲
表
の
ご
と
き
面
積(

七
〇
、
七
六
八
平
方
籽)

と
人
ロ(

六
、四
七
三
3
七
三
七
人)

と
で
あ
り
、
こ
の
囘 

復
問
題
が
、
第
一
.の
證
で
あ
る
が
、
そ
れQ

み
で
は
な
い
。
大
ド
イ
ツ
民
族
讓
の
形
成
は
、
サ
チK

年
來
の
希
望
で
も
あ
り
、
政.

. 

策
で
あ
る
。
そ
こ
でr

在
外
'ド
イ
ツ
民
族
が
常
然
問
題
士
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
數
は
•

ド
イ
ツ
-/
J
'ノ
數
民
族
と
し
て
の
顧
爭
ぬ
地 

帶
を
も
含
め
て
計
算
す
れ
ば
ノ
ョ
.！ 
ロ
ッ
パ
全
體
.で
、
，ニ
千
萬
以
上
の
ド
イ
ツ
.國
家
に
屬
さ
な
い
ド
イ
ツ
人
が
ゐ
る
。
.そ
れ
は
、
ド
イ

ぺ デ チ オ

ス
ェ

ン

ン ギ 丨 M  

ス 1 ク デ ァ

. 

• 

.

.

. 

.  

. 

- 

•
'

. 

' : 

-

■
■
■
■

-

■

ッ
が
國
境
改
訂
の
實
際
運
動
に
乘
り
出
さ
な
い
以

g
、

即
ち
一
九
三
八
年
三
，月
以
前
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。
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こ
れ
ら
の
ド
ィ
ツ
人
々
ロ
は
、
い
.づ
‘
れ
も
少
'數
民
族
.と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
國
家
に
屬
し
て
ゐ
.る
。
そ
の
す
ベ
て
を
大
ド
ィ
ツ
民
族

國
家
の
中
に
編
入
す
る
こ
と
は
，
ド
ィ
ツ
の
理
想
で
は
.あ
ら
ぅ
.が
、
そ
れ
は
ド
ィ
ツ
の
實
カ
の
許
す
と
と
ろ
で
な
ハ
。
そ
こ
で
、
ド
ィ

. 

t 

• 

.

ツ
の
向
ふ
べ
き
方
向
は
、
あ
る
--
.
方
面
へ
集
中
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ち
.ぬ
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
束
南
方
で
あ
る
。
ヒ
ッ
..ト
ラ
ア
を
始
め 

ナ
チ
ス
の
論
者
は
、
い
づ
れ
も
、
こ
の
朿
南
方
政
策
.を
主
張
し
て
ゐ
'た

し

、

現
在
で
も
主
張
し
て
.ゐ

る
。
そ
れ
は
旣
に
實
際
問
題
と
化 

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.

.

'

.

 

- 

'
.
.
.
.
. 

•

'

.

.

.

.

オ
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ス
ト
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ズ
デ
ー
テ
ン
.
•

チ
工
ッ
ゴ
の
問
題
は
、

?:

れ
で
あ
U

'

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
問
題
も
同
性
質
の
問
題
だ
。
し
か
る
に
、

• 

-
.

ド
ィ
ツ
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
擴
大
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
舊
海
外
植
民
地
の
喪
失
を
補
ふ
も
の
と
す
れ
ば
'、

そ

の

價

値

は

前

者

の

.方

-

,
.

' 

.

.
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、
 

.

が
、
餘

程

大

で

あ

る

-.
0
從
つ
て
、
ド
ィ
ツ
の
國
カ
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
併
合
に
ょ
つ
て
、
'か
な
0
增
大
を
來
た
し
た
.と
い
つ
て
ょ(

C

 

殊
に
そ
れ
が
ド
ィ
ツ
の
接
壤
地
帶
で
あ
^
點
に
お
い
て
*
そ
の
價
値
は
大
で
あ
る
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イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
、
か
か
る
ド
ィ
ツ
の
國
カ
の
增
大
を
希
望
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
辣
に
ド
イ
ツ
の
バ
ル
.カ
ン
、
の 

•i
i
i
s
l
は

英

#

の
ョ
，
1
ロ
。ハ
ッ
.i
t
:お
け
る
覇
權
に
動
搖
を
來
た
し
め
る
o
ド
イ
ツ
の
オ
ー
ス
ト
リ
.T
併
合
か
ら
#
丨
ラ
.ン
ド
炎
略
.ま
で
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の
接
孃
地
帶
へ
'
.の
進
出
は
、
.
そ
の
バ
ル
カ
ン
進
出
の
前
提
條
件
を
な
す
も
の
で
あ

.る
0

殊
に
.ド

イ

ツ

と

ソ

聯

と

の

.不

可

侵

條

約

の

締

結

 

は
，
今
後
に
お
け
る
ド
个
ツ
の
方
向
を
確
定
的
な
ら
し
め
た
。
ド
ィ
ッ
は
' 

そ
の
東
方
政
策
と
し
て
.の
ウ
.ク
ラ
イ
' 
ナ
進
出
を
抛
棄
し
て 

は
ゐ
な
い
だ
ら
う
が
、
對
ソ
聯
不
可
侵
條
約
の
關
係
上
、
直
接
そ
の
工
作
に
出
づ
る
こ
と
は
、
.現
在
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
•ぬ
地
位
に 

.お
か
れ
て
、ゐ
る
。
も
し
、
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
は
％
ル
カ
ン
に
出
る
よ
り
外
に
途
は
な
い
0
.
.ま
し
て
"
'バ
ル
カ
ン
は
.ケ
不
ル
へ

ル
ム
ニ
世
以
來
の
3
 

B
政
策
の
兹
本
地
域
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
.方
向
は
確
定
的
♦た
o
.
こ
こ
で
英
怫
の
勢
力
と
衝
突
す
る
.
こ
と
は
V

火
を

-

. 

- 

,

睹
る
よ
り
も
明
ら
か
な
こ
と
だ
。

こ
の
こ
と
を
實
證
す
る
ド
イ
ツ
の
政
策
は
、

一

A.
H*

八
年
五
月
十
.
一
日
の
法
令
で
あ
る
。
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れ
は
、
ラ
イ
ン
河

•
.マ
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ン
河
•
ド
ナ
ウ
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.
河
の
水
路
連
絡
を
完
成
す
る
こ
と
I

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」

こ
の
水
路
は
、
ド
イ
ツ
の
民
族
主
義
經
濟
學
者
フ
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ー
ド
リ
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ヒ
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ス
ト
，に
よ
つ
て
、
考
案
さ
れ
た
も
の
で
ぁ
る
o

こ
の
大
親
犓
な
水
路
連
絡
は
、.
ド
イ
ツ
'と
東
南
'ヨ
.
1

ロ'
ッ
。八
諸
國
'
.殊
に
ド
ナ
ウ
.諸

國
•と
の
關
係
を
、.
從
來
存
し
て
ゐ
た
，よ
り
も
緊
密
な
ら
し
め
る
。
そ
れ
は
V
ド
イ
ツ
を
中
'心
と
す
.る
大
經
濟
圈Q

血
管
、の
役
割
を
勤
め
、

.

H

業
國
と
農
業
國
と
の
關
係
を
增
大
せ
し
め
る
で
.あ
ら
う
。
.
さ
う
い
ふ
見
地
か
：ら
い
つ
て
も
、
：、ド
イ
ツ
.の
艰
南
方
政
策
は
、
現
實
的
な

.
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ド
イ
ツ
民
族
は
、
以
上
の
や
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
諸
方
に
散
在
し
て
.ゐ
る
が
、
か
か
る
ド
イ
ツ
民
族
の
い
は
ゆ
る「

破
片」

を
、
ド
イ 

ツ
國
家
の
.中
に
編
成
し
よ
う
と
す
る
£>

が
、
ド
イ
ツ
の
政
策
で
あ
る
。
そ
の
第
一
.
:に
實
行
に
移
さ
れ
た
も
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は
、
オ
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で
あ
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。

' 

..

-

I

 

-

 

- 

-
-

 

‘ 

-

 

.

.

、'

少
數
民
'族

問

題

ミ

七

.
Q

-S
九)



厂ノ
 

“

、->
•
• 

.

.

.
V 

>

-

そ-:-
V
.
.L-,
-
.
;:
-

.

.
•
>

.'
;
. 

:
r-
.

,

.

:

>

'

n

v

-

y

■

て：
.

へ.
.
.
v
'

v^
^

*.
-
,ペ•
"；';
,

r
v i
v

-
 

..-..
-ぐ
：ン
：

:.
<
:
'
'ソ
卢^

:)

;:
1

:.
>

/

^
 

ハ.;.
'
.
:
.、•:
>

、7
.
V 一;

'

:

.

.

.

_

.

 ’

L:
*

.

へ...'..'
'-■■
<_
'

■
 

、

.■

少
数
段
族
間
題 

三

八

Q

1
六
O

V

、オ
I

X
ト
U

ア
•
パ

ン

ガ

リ

ー

田

國

は

•

ヴ
i
 
.ル
サ
イ
：ユ
'平
和
會
議
に
お
い
て
、
セ
花
八
裂d

狀
膨
に
せ
^

れ

ダ
‘
^

の
.

S
-

に
ば
V

ハ..

,
.
. 

. 

.

.

.

-
 

,

-. 

' 

.

.

. 

' 

:

.

.

ン
ガ
リ
ー
は
獨
立
七
、
チ
ェ
ッ
コ
*

ス
.

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
も
ま
た
獨
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
領
域
如
ら
、
1

ゴ
ー
X

ラ
ヴ
：ィ
ア
•

' y
I

マ
ニ
T:
'

•

..、
 

. 

* 

 ̂

.- 

■ 

■ 

.
, 

.

.

. 

. 

'

ポ
:]

ラ
ン
ド
*
イ
タ
リ

ー
へ
.
€割
^

地
帶
を
除
い
た
殘
餘
の
部
分
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
國
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

:

‘ 

• 

. 

■ 

/ 

•

r

r
八
四
〇
,0
0

平
方
奸
で
、
人
ロ
六
首
七
十
萬
を
數
へ
る
に
過
ぎ
ず
,'
»

戰
前
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
•
ハ
ン
ガ
，リ
1
£>
*

^
分
0

一.
z>
大
き

'- 

,

さ
を
持
つ
.
に
過
ぎ
な
い
國
家
と
な
つ
た
。
し
か
し
て
、
こ
の
人
口
.中
.ニ
百
萬
は
ウ
イ
ー
ン
に
集
中
し
.て
ゐ
る
し
、農
村
は
不
毛
で
あ
り
ノ 

農
產
物
は
輸
入
せ
ら
れ
、'
3:

業
原
料
も
不
足
.̂

て
ゐ
1

と
い
ふ
不
具
的
，國
家
を
形
成
し
七
ゐ
た
に
過
ぎ
な
い
0

從
つ
.て
、
こ
.の
共
.和
_
 

の
成
立
商
葰
ー
九
.；一
八
部
十
一
巧
に
は
、
才
1

ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ッ
.
の
緊
贤
な
共
同
坐
活
の
要
求
が
、
同
國
議
.
#
に
お
い
て
、
論
議
さ

I

I

I

- 
.
. 

V
 

. 

^
 

, 

^
:
.
.
.
.
' 

へ

.

し
か
る
に
，
サ
ン
‘*
ジ
工
ル
マ
ン
條
約
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
自
も
そ
の
獨
立
を
取
消
す
.こ
と
を
得
ず
、
そ
れ
を
要
す
.る
場
合
に
は 

國
際
聯
盟
理
事
會
の
承
認
を
#

ベ
き
こ
と
を
規
定
し
て
ゐ
た
.0

こ
の
規
定
に
ょ
.つ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
束
縛
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ 

.
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
' 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
.の
實
際
生
活
は
パ
獨
立
ひ
不
便
を
感
乜
て
ゐ
て
、
.
經
濟
的
に
は
、
r

イ
ッ
國
家
の
一
員
と
レ 

セ
の
坐
活
を
欲
し
で
办
た
€>
で
あ
つ
た
。
こ
れ
.を
欲
し
な
が
ら
、
實
行
し
得
な
か
つ
_
た
0

は
、英
怫
伊
な
ど
の
實
ヵ
.の
壓
カ
で
あ
，つ
たC. 

.
ナ
チ
ス
政
權
疆
以
後
に
お
い
て

_

政
治
的
1

(

1

屋

緊

カ
と
し
'で
の
資
本
家
は
"

ド
.イ
ッ
資
本
の
.オ
ー
ス
ト
リ
了
進
出
1

喜
ば
な
か
.つ
.た
。
こ
れ
ら
の
勢
力
の
線
合
し
た
も
の
.
が
、
ド
ル
フ
ス 

首
相
の
ナ
チ
ス
彈
舉
で
あ
.つ
た
'0
I
'か
る
に
、
.:

ド
ル
..フ
ス
首
相
は
.一.
九
三
四
年
ゼ
月j 

|
十
五
：日
喝
|
故
さ
れ
、
ナ
チ
ス
か
勢
カ
は
ー
段
办

• 

增
進
を
示
し
た
の
で
あ
る

.0

イ

タ

リ

ー

は

、

.
一

九

三
.六
.
年a
月

イ

タ

リ

ー
•
ハ
ン

ガ

リ

ー
•
オ

ー

ス

ト

.
リ

T .

會
談
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト

’ 

/

リ
ア
の
萄
立
を
希
望
し
た
し
、
同
年
七
月
十
一
日
の
..獨
塊
協
定
に
お
い
て
社
»

オ
ー
ス
：ト
リ
ア
の
主
權
を
承
認
し
、
內
政
干
渉
の
排
斥

.

•
 

* 

. 

.

.

.

.

を
承
認
し
た
が
，
オ
ー
ス
ト
.リ
ア
が
ド
イ
ツ
段
族
國
家
と
し
て
の
原
則
的
方
針
に
其
十
い
て
、
そ
の
政
治
を
行
ふ
こ
と
を
受
諸
し
た
。

一
 

1

三
\

卞
ニ
月
十
ニ
！！1
に
は
、
オ
.
1
ス
ト
リ
.ア
政
府
に
ナ
チ

_を
參
加
せ
し
め
る
こ
と

.，.

.

.ナ

チ

政

治

犯

の

锡

放

を

許

し

.

.
ニ

月

十

广

日

に

 

は
、
シ
ュ
シ
ュ
一
一
ッ
ク
M*

相
は
.、
親
獨
的
に
內
閣
改
造
^

行
つ
た
.。
越
へ
て
三
月
九
日
の
シ
ュ
シ
ュ
一
一
ッ
ク
首
相
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
獨

•

立
の
可
否
の
國
段
投
票
提
案
と
と
も
に
、
ナ
チ
は
こ
れ
に
反
對
し
：
.十
，

一

日
ド
イ
ツ
軍
は
オ
ー
ス
ト
リ
.ア
に
進
擊
し
た
。
十
ニ
日
獨
塽

• 

.

. 

.... 

•

.

合
併
は
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

. 

'
'

.
獨
塽
合
併
は
、
戾
族
問
題
の
解
決
と
し
て
說
明
す
る
こ
.と
は
掛
來
な
い
で
あ
ら
ぅ
0

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
は
、
同
阈

. 

. 

. 

.. 

- 

,

I

の
最
靈
要
の
構
成
員
で
ぁ
り
、
へ
玄
配
者
で
あ
つ
た
:9
'
.そ̂
.

數
も
六
百
萬
を
越
へ
て
な
る
。-
從
.，つ
で
、
：：同
國
の
少
數
民
族
で
は
な
い
。
.ォ

3

ス
ト
リ
ア
間
題
ゆ
、
.
.オ
ド
ス
'ト
リ
ア
が
國
家
と
し
；て
そ
.の
成
立
を
維
持
し
得
な
.い
や
ぅ
な
條
件
に
置
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
、
そ
の
原

--

. 

-

■,
- 

■ 

.

■

•

-
 

*

因
を
持
つ
て
ゐ
る
。
#-

つ

て

、

，
そ

れ

は

、

.サ
ン
*

ジ
ラ
ル
マ
ン
條

.約
の
束
縛
の
問
題
で
あ
.る
と
.同

時

に

、

，
オ

ー

ス

.
ト

リ

ア

の

經

濟

の

問

■

題
で
あ
つ
て
、
民
族
の
問
題
で
ぬ
な
.
い
。
た
だ
六
百
萬
を
越
.’へ
，
：る

ド

イ

ツ

人

が

"

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
.い
ふ
不
具
的
國
家
の
下
.に
$
成
さ

' 

- 

■ 

- 

. 

■ 

: 

■ 

■ 

•

ft

て
、
困
雛
し
て
ゐ
る
とS

ふ
狀
態
に
あ
つ
た
の
で
、
.そ

こ

の

"ト

イ

ツ

人

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
•

バ
ン
ガ
リ
.
丨
玉
國
時
代
に
は
、
支
配
.

* 

- 

: 

. 

■
■

. 

. 

’ 

：

. 

-

.
的
拔
族
と
'1
>
て
坐
活
し
て
ゐ
‘た
の
.で
ぁ
つ
て
*

何
等
ド
イ
ツ
人
に
關
す
る
少
數
段
族
调
題
は
、
王
國
貧
時
.も
、
共
和
國
成
立
後
も
存
在

し
て
ゐ
な
か
っ
た
ゎ
で
あ
る

0

從
つ
て
、
.ォ
.
1
ス
ト
リ
ア
の
ア
.ン
シ
ュ
'
ル
ス
の
問
題
は
、
ド
イ
ツ
人
國
家
間
の
合
併
問
題
と
解
さ
る
べ
-

' 

' 
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• 
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• 

• 
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少

數
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族

問

題

ば

> 

.チ
ェ
.
ッ
コ
•

スG

ヴ
ァ
キ
ア
と
ポ
ー
ラ
ク
ド
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
こ
-で
ぼ
.、
ド

f

て

 

は
、
.
少
數
民
族
と
し
て
の

#

在
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續

け

て

ゐ

た

の

で

あ

る

.0V
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/
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ま
チ

H

ッ

n
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ス
ロ
ヴ

.

ァ
キ
：アの
人
口
民
種
構
成
を
見
れ
ば
、
次

.

の
ご
'
と
く
で
あ
る
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ロ
ヴ
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キ
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を
除
い
た
.少
數
尻
族

'
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•
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六

ギ

.
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.

.
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.

.

か
く
の
ご
と
き
複
雜
な
民
族
構
成
を
持
っ
て
ゐ
る
：チ
.モ
ッ
rj
•

ス
ロ
，ヴ
ヘ
ア
キ
ア
共
和
國
は
、
少
數
民
族
の
取
极
に
っ
ぃ
て
、
ボ

1

ラ

ン
ド
が
國
際
聯
盟
と
締
結
し
た
と
同
じ
：條
約

-̂

持
っ
て
ゐ
た
0：
即
ち
國
內
的
民
族
自
決
權
の
附
與
す
べ
き
で
あ

っ

た

。し
か
.し
、
か
か

. 

. 

, 

■ : 

. 

' 

*

る
複
合
段
種
國
家
と
し
て
、
’こ
.
の
問
題
は
、
國
家
形
成
の
最
初
か
ら
問
題
で
.あ
り
、
大
統
領
マ
サ
リ
ッ
ク
は
、
チ
工

ッ

コ

•
ス
.'

ロ
ヴ
T

■ 

.

.

. 

* 

.
■
.
-
 

. 

■ 

. 

I 

>

 

. 

-

キ
ア
の
最
大
問
題
は
、
民
.族
問
題
で
あ
る
と
い
っ
.た
位
で
あ
る

.。

-
:
.
.

- 

• 

.. 

.

.

.

. 

'

チ

ェ

ッ

コ.
スa

ヴ
ァ
，キ
ア
に
お
い
で
ぽ
、
そ
の
國
家
成
立
の
.
歷
史
上
、
.チ
":

ソ
コ
人
が
最
も
有
力
な
民
種
で
あ
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

. 

. 

• 

'

T

人
が
、
.
こ
れ
に
.次
い
で
ゐ
た
。
從
っ
て
*
少
數
民
族
と
し
て
の
ド
イ
ツ
人
は
、
そ
の
國
諝
に
お
い
て
、
そ
の
敎
育
に
お
い
て
、
そ
の 

官
吏
任
用
に
：お
い
て
、
、差
別
待
遇
を
受
け
て
ゐ
た
。
..
.

:

.

.

ド
イ
ツ
人
は
、
ド
イ
ツ
の
.朿
南
方
國
填
に
接
し
.て
ゐ
る
地
域
に
集
團
的
に
'居
独
し
て
ゐ
る

.の

.
で
あ
る
が
、
チ
ェ
ッ
コ
政
府
は
、
こ
の 

ド
イ
ツ
語
圈
を
破
壞
し

ょ
ゲ
と
す
.る
政
策
を
採
用
し
て
、
少
數
民
族
.と
し
て
の
ドV

ツ
.の
，
權

利

に

對

ず

る

■

«

は

、
尋
常
茶
飯
事
:<
!
:さ 

.れ
て
ゐ
た
。
例
へ
ば
、
f

%

コ
.
ス
ロ
ヴ
ィ
キ

ア

の
建
國
以
來
、|
ー.九
四
の
ド
イ
.ツ
小
學
校
と
三
〇
〇
〇
の
1'
イ
ツ
小
學
校
の
學
級
が 

廢
さ
れ
、

一_
九
一
.
.ー
九
年
ま
で
に
、

1

〇
六
〇
，の
チH

.

ツ
コ

小
擧
校
と
一
八
五
の
中
學
と
が
"

X-
デ
ー

.

テ
ン
地
方
に
名
目
的
な
少
數
民
族 

學
校
と
し
：て
建
設
さ
.れ
.て
ゐ
る
。
更
ら
に':、

農
業
立
法
に
■お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
人
に
.不
利
に
し
て
•■

チ
ェ
ッ
コ
人
に
有
利
な
も
ひ
が
行 

は
れ
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
受
け
た
ド
.イ
ツ
人
.の
損
害
は
約
斤
十
億
チ
土
ッ
.コ
«.
.
ク
^

ゥ
シ
に
上
る
と
さ
れ
て
.ゐ
る
。
.
殊
に
.
1 

に
チ
：ェ
ッ
コ
.
ス
ロ

.

ヴ
ァ
■キ
ア
を
襲
っ
た
恐
慌
は
、.
工
業
に
從
事
し
て
ね
る
ド
ィ
ツ
人
に
®

も
^
い
打
擊
を
與
ベ
た

o.
.

し
が
る
に
、
チ

,

m

政
府
の
恐
慌
對
策
•は
•

そ
の
失
業
•
產
業
•
金
_

政
策
に
，お
い
て
、
チ
ェ
ッ
コ
人
に
厚
く
、
ド
イ
ツ
人
に
簿
か
っ
た
の
で
、'
ド
イ
，

-
■
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こ

,

S

六
四)

.ツ
人
.の
政
府
に
對
f

る
反
感
は
* 

|

層
激
化
ざ
れ
た
の
で
が
O'

た
O

V
,

へ
.

.

.
4'
-'
;

-

'
.
.
.

• 

-
 

.
 

.
 
/
. 

-
 

.

.

.こ
の
機
#

に
本
い
て
活
動
し
た
も
の
は
、
.コ
ン
'
ラ
ッ
ト•

へ
ン
ラ
イ
ゾ
の
導
き
ゐ
る
ズ
デ
i

ア
ン
•
ド
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澳
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.
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催
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條
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ド
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八
ド
イ
ツ
蹲
族
主
義
お
ょ
び
ド
イ
ツ
的
世
界
觀

.を
信
奉
す
る
こ
と
に
つ
_い
て
の
完
金
な
る
自
由

.

ズ
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テ
，1

テ
ン
•

ド
イ
ツ
人
黨
は
、
こ
の
要
求
t

最
少
限
度
の
も
.

の
で
あ
る

'

と
し
た
。
と
の
と
き
以
來
、
チ
ェ
ッ
コ
國
內
に
お
け
る
ド

イ
ツ
人
と
チ

H

ッn

人
と
の
衝
突
は
激
化
し
て
、
殺
傷
事
件
を
.

さ
べ
坐
む
に
い
た
つ
て
ゐ
る
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.
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.
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大
統
領
は
ラ
デ
オ
に
ょ
ク
て
、
事
態
の
急
迫
を
國
民
に
告
げ
、
■そ
の
自
重
を
要
請
し
た
が
、
そ
の
際
少
數
民
族
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
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に
述
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ゐ
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H
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國
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あ
ら
ゆ
る
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族
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平
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を
確
認
す
る
重
要
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法
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考
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慮
中
で
あ
る
。
即
ち
政
府
は
同
立
法
に
ょ
り
こ
れ
ら
の
民
族
の
數
、
力
並
に
要
求
に
應
ず
る
經
濟
的
文
化
的
生
活
を
保
障
し
、
以
て 

彼
等
が
そ
の
段
族
的
特
性
を
保
#
.
、
發
展
さ
せ
る
と
.と
も
に
.
，
.*

等
自
ら
；を
し
て
ク
眞
に
平
等
的
地
位
を
確
保
し
て
ゐ
る
.と
の
M
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持
た
し
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思
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達

成
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た

め
、
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目
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體
的
提
案
を
考
慮
中
で
、
.近
く
全
民
族
•
全
政
黨
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代
表
者
を
招
致
し
て
問
題
.の
麗
的
檢
討
を
遂
げ
I

と
と
で
ぅ
。
か
く
て
备
方
面
の
意
向
を
聽
取
太
後
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.政
府
は
解
決
案
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.
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し
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欺
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求

か

る
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向

ザ

あ
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予
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數
民
.族
問
題
に
關
す
る
政
府
の
解
決
試
案
は
、
.チ
ェ
コ
ッ
ス
ロ
ヴ 

>

キ
ア
の
英
怫
兩
國
と
の
密
接
な
提
携
と
相
俟
つ
て
、
歐
洲
平
种
に
寄
與
す
る
と
こ
ろ
が
決
し
.て
少
く
な
い

.と
確
信
す
る
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.
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命
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、
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ツ
と
チ.
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ッ
コ
國
境
に
お
け
る
諸
事
件
が
續
出
す
.

る
有
様
で
あ
.

つ

；
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た
。
イ
ギ
リ
ス
政
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ル
、
ラ
ン
シ
マ
久
卿
を
、
こ
の
問
題
の
榦
旋
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命
を
帶
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し
め
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、
チ
工
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に
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つ
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ド
イ
、ソ
A
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は
、
八
月
f

七
日
に
い
た
つ
て
、
力
.丨
ル
.
ズ
バ
1
-
K

の
敷
求
^

具
體
化
し
て
、
.
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四

ケ

條

の

廣

汎

苁

自

治

®:
求

を

揭

げ

來
 

つ

た•の
.で

あ

る

。

こ

の

.要

來

は

、
：
ド

イ

，
ツ

人

.の
獨
立
を
求
れ
に
均
し
い
も
.の
で
、
ド
イ
ツ
ん
の
運
動
の
激
化
を
机
る
ぺ
き
で
あ
る
。

.

チ
ェ
ッ
コ
の
少
數
民
族
問
題
の
激
化
比
、
國
際
問
題
と
し
て
！
！
理
せ
ら
れ
、
チ
土
.
ッ
.コ
政
府
を
中
心
と
し
.て
、.
英

佛

對

.
ド

イ

ツ

の

問

.
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題
と
な
つ
た
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九
三
八
年
九
月
ニ
十
九
日
の
夂
立
ン
ヒ
ユ
ン
協
定
は
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チ
み
ッ
コ
の
讓
步
に
±:
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つ
で
、
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デ
ー
テ
ン
地
方
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-
、
ド
イ

ツ
.に
併
合
せ
ら
れ
、
英
怫
伊
は
、
.
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
と
な
つ
た
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こ
れ
よ
り
先
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ヒ
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•
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パ
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ス
ト
の
國
民
大
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席
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に
お
い
て
、
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の
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度
を
攻
擊
し
た
が
、
ズ
デ
ー
テ
ン
の
要
求
に
論
及
し
、
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ド
イ
ツ
は
ズ
デ
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テ
ン
地
方
の
併
合
を
最
後
と
し
、
ョ
1

P.

ッ

パ
に
拉
い
て
は
、
も
は
や
領
土
的
野
心
を
持
た
な
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と
宣
言
し
だ
0
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當
時
の
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像
は
,

恐
ら
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そ
の
言
葉
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あ
る
0
.

シ
.
:

:

' 

. 

. 

• 

• 

. 

- 

• 

■ 

.

.

し
か
る
，に
、
ヒ
.
ッ
ト
ラ
ア
は
、
更
ら
'.に
半
年
後
チ
ェ
ッ
コ
そ
れ
隹
體
を
保
護
饊
と
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年
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問
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の
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理
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つ
た
。
ポ
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ラ
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ド
、ば
、
イ
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リ
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の
援
助
條
約
を
信
じ
.て
-

そ
の
武
力
に
ょ
つ
て
抵
抗
し
て
，ド
イ
ツ
の
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め
に
攻
略
さ
れ
た
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し
て
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ツ
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あ
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。
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ポ
ー
ラ
ン
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に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
は
、
人
口
の
三
•
五
八
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で
あ
る
か
ら
、數
量
の
上
か
らs

へ
ば
、
大
し
た
問
題
で
は
な
い
。
た
だ 

-

f

ラ
ン
ド
の
領
土
的
構
成
が
、
い
は
ゆ
る
ポ
ーラ
シ
ド
廻
廊
に
ょ
つ

.て

.、
東
ブ
ロ
イ
.セ
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兩
分
し
て
ゐ
て
、
ド
イ
ツ
に
は
逋
だ
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く
不
利
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と
な
っ
て
ゐ
る
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で
、
ぞ
の
解
決
が
急
が
れ
た
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で
あ
っ
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ツ
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し
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團
な
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が
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靑
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れ
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茇
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。
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方
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於
て
そ
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然
的
並
び
に
社
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條
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多
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■

立

小

坐

產

て

栽

培

せ

ら

，
 

の
消
費
者
は
都
會
に
散
在
_す
る
。
そ
の
結
果
、
配
給
機
構
は
廣
汎
龙
/〔

，览
集
組
織
士
分
散
組
織
土
を
併
有
す
飞
事
に
な
る
。
然
も
赍
果 

物
は
腐
敗
性
に
富
み
新
鮮
な
.る
，事
を
必
要
と
し
"：

迅
速
な
る
配
給
が
行
は
れ
な
け
れ
比
な
ら
な
い
。從
つ
て
奄
の
蒐
集
並
び
に
分
散
を 

結
合
す
る
.に
市
場
と
一K

ふ
形
態
を
採
る
。
か
く
て
哿
果
市
場
.が
靑
：果
物
酿
給
機
講
：の
中
樞
を
な
す
も
の
.
で
あ
各
o

以
下
靑
果
市
場
を
中

.
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